
湯諺饗驚必桑嶺
崩綱幽繭一鋤」繊」，、
　　蒙つの牌

広報

璽

発硫／平灘鱒肩羅編簸鞭テ燃之圭騰｛鰯総灘

7蜘4新潟購購之鰍字泌脳2－2TεL鱗潟一3主3翌FAX㈱略｝3515

、τ

　　蕪o鋤、
　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．澗
　　身近な山野草がすてきなr生け花」に

　　　　　　　　　　　　　公蔑餓主催の「生け花教室3が7月2
　　　　　　　　　　　　　揖の夜、町自然休養村センターで背われ
　　　今月号の婁な内容　　　　　　ました。教室は今鐸で4年羅、身返な山

§縢会報告町ブ燦鰻灘……1－2ロ野勤題搬闘鰍Lて瞭す，今騰

瞬筋轍欝9厭獅盤す……！　腰の崎職舶が思曙し＞の艦を
募集　驚職曼・十欝購地藝広墾職眞………5　　持ち寄り、自贈な発想で生けました．シ

みんなの広場／ぽく．たち私たちの難み二愚8　モツケソウやホ；タルバナ、カラマツソウ

わだい天然記念物激大ケヤキ伐採…憩などがさわや鱗けられていました。

フ愈ト　元餓いっぱい、各地匿で運動会

画圏回團
おめ欝庭1纏鑑》

まい

舞ちゃん　高澤利昭。直美さん

　　　湯本（谷〉
お《鞄ゐ《翻鴛》

和久醤茂正さん　64歳

　　　水　梨（下の親家）

関根徳布さん　78歳

　　　藤倉（忠之助）
高橋　人8さん　27歳

　　　天承島（角院〉
村山　隆蔵さん　94歳

　　　観音寺（金彫屋〉

※5月碁ヨから緻8までの魑畠分です．

※広報1磁せてほしくない方は、殿のとき

に窓口にお語しください。

町の動き
　　　　　6月珊現獲
総入口3，485人←一む

　男至，690入（一5）

　女1，795人（＋鍛

世帯数王，拓4戸←一1〉

（〉内は蔚月との比較

温泉定休8
臥 1謙ンター1翠の湯

6月1雇327い5

7簿1”25！璽・璽5・3璽

鳳
げ
亀

ぽくの絵わたしの絵　松之山保畜所

購㌶舞「1
　　　　　　噸

　　　　　1一難

　　　　　・裂欝轟が
　　　　　縫叢二巖　　賑…
おとうさんがパトカーに乗って帰ってく

るところ

おかあさんとぽくがまっているよワ

ぎ
編
螺

〈うさぎ緯〉

出燦彩美ちゃん

（大荒芦・下中村〉

鯵

くうさぎ緯〉
たかのむうへい

趨野恭兵くん

（松之山・

松之出駐往漸〉

難
調
叢

　
ー
　
　
燭
　
〆

忍ヨ三乱太郎を踊っているところ

きりんが見て、　ヂすごいなあ一3って欝ってい

るよ、，

5月のできごと

3揖　町成入式
12欝　 クリーン大｛乍．戦

麹ξ3　松之出温泉まっり

228　婦入バレーボール大会
腿霞　．昆．生委員会

27躍　農業婁餐会総会

6月繕β～7月沁9の予定
絡鷺松鋸小、東頬小、浦醸小

　　校区戻運動会
20罎　町民バレーボール大会

22鱈　健康’マラソン

2欝ヨ　JAしぶみミニバレーボ

　ール大会（松代町）
26濤　議会定1列会（27濁までの

　予定）
7細　．ヒ越消防大会（大潟町）

9臼商齢者スぷ一ツ大会

編
集
室
か
ら

　
遠
く
か
ら
県
境
の
天
水
山
や
深
坂

糠
を
見
る
と
、
今
年
は
ま
だ
白
い
雲

が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。
残
嚢

と
漂
生
林
の
プ
ナ
の
新
緑
は
す
ば
ら

し
い
で
し
ょ
う
。
▼
先
溝
、
役
場
に

茨
城
県
の
方
か
ら
電
謡
が
あ
り
、
「
プ

ナ
の
写
真
を
撮
り
に
行
き
た
い
が
林

遊
の
露
は
ど
う
か
幅
と
の
閥
い
倉
わ

せ
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
、
茨

城
県
か
ら
と
ビ
ッ
ク
リ
。
そ
う
い
え

ば
、
美
入
林
に
も
娯
外
ナ
ン
バ
ー
の

灘
で
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
人
が
大
勢
訪

れ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
、
ブ
ナ
が
昆

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ナ
林
を
大
切

に
保
襟
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

‘6

ー
寸
卜
o
り
ー
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6
網
雛
纏
議
糞

補
正
予
算
を
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
町
ブ
ナ
条
例
を
議
決

濃

　
平
成
八
年
第
照
鐡
の
購
議
会
定
例

轟
麟
が
六
月
二
十
六
臼
・
二
十
七
研
の

二
総
間
醐
催
さ
れ
、
十
の
議
案
な
ど

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
平
成

八
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
闘
つ
の
特

甥
会
誹
の
補
獲
を
申
心
に
、
条
例
の

一
部
改
疵
や
工
事
請
負
契
約
の
締
結

な
ど
に
つ
い
て
で
す
。

　
な
お
、
審
議
に
先
立
ち
専
決
処
分

纂
項
の
報
轡
に
つ
い
て
な
ど
霞
項
目

の
報
蕾
が
あ
り
ま
し
た
、

　
一
般
質
問
で
は
、
　
「
擁
帯
電
話
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
㌧
麟
本
の
コ

メ
、
松
之
忠
農
業
を
守
れ
る
農
政
き

「
購
鋭
こ
そ
童
人
公
の
町
政
を
㌦
少

産
化
に
つ
い
て
㌧
上
水
道
水
難
に
つ

い
て
し
な
ど
五
人
の
議
轟
が
十
九
項

霞
の
質
問
を
行
い
濠
し
た
。

　
榊
般
質
問
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、

　
「
議
金
だ
よ
り
」
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

今
圃
審
議
さ
れ
た
補
疋
予
算
嶽
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
り

　
な
お
、
す
べ
て
漂
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
濠
し
た
。

－
議
案
審
議
一

《
予
算
関
係
》

▽
㎜
般
会
翫
補
正

　
　
歳
入
歳
患
と
も
四
千
九
菖
九
十

　
九
万
六
千
円
を
追
擁
し
、
総
額
三

　
十
八
億
薫
九
十
九
万
六
千
円
と
な

　
り
ま
し
た
、
主
な
も
の
は
、
割
表

　
の
と
お
り
で
す
。

▽
國
罠
健
康
保
険
特
劉
会
蹴
繍
正

　
　
事
業
勘
定
は
歳
入
歳
畿
と
も
七

　
頁
九
十
闘
万
黒
千
円
を
追
撫
し
、

　
総
額
二
億
七
千
三
欝
三
十
二
万
円

　
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
薦
営
診
療
施
設
勘
建
は

　
歳
入
歳
繊
と
も
二
酉
三
十
二
万
円

　
を
追
撫
し
、
三
億
二
千
三
酉
七
十

　
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
．

▽
老
人
保
健
特
別
会
欝
補
正

　
　
歳
入
歳
出
と
も
賜
資
二
十
五
万

　
三
千
円
を
追
茄
し
、
購
億
七
千
八

　
百
牽
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
翫
補
疋

　
　
歳
入
歳
出
と
も
蕎
九
十
一
万
九

　
千
円
を
追
加
し
、
一
億
二
千
酉
九

　
牽
一
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
下
水
道
事
業
特
別
会
爵
補
正

　
　
歳
入
歳
出
と
も
五
蟹
七
十
簾
万

　
六
千
円
を
追
茄
し
、
五
億
七
千
三

　
葺
十
五
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
条
例
関
係
》

▽
松
之
由
町
営
ス
キ
ー
場
の
設
置
お

　
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
欄
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い

　
て

▽
松
之
由
町
ホ
峯
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

　
ス
事
業
に
儲
う
費
馬
微
収
条
例
の

　
欄
部
を
改
蕉
す
る
条
例
の
提
毘
に

　
つ
い
て

馴表

「搬会講の主なもの

▽
松
之
撫
町
幼
児
の
緩
療
費
助
成
瓢

　
関
す
る
条
例
の
欄
定
に
つ
い
て

▽
松
之
凶
町
ブ
ナ
条
例
の
翻
定
に
つ

　
い
て

《
工
箏
講
負
契
約
の
締
結
》

▽
工
事
名
　
松
之
由
町
保
健
セ
ン
タ

　
！
建
設
工
事

　
ヱ
事
賠
Ψ
働
一
金
額
　
　
”
一
一
億
鷺
ツ
十
六
欝

　
六
志
i
万
円
（
消
瀞
鵬
税
を
含
む
）

　
契
約
の
糧
手
　
株
式
会
役
蕎
橋
綴

▽
工
箏
名
　
松
水
第
十
二
畢
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
（
ツ
、
ン

　
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
機
械
設
備
工
事
…

　
そ
の
一
）

　
工
事
請
負
金
額
　
八
千
八
否
五
十

　
八
万
円
（
溝
費
税
を
倉
む
）

　
契
約
の
楓
手
　
新
明
和
工
業
株
式

　
会
祇

《歳　入》　　　　　　　　　（挙位こ千思〉

く〉農林水産業費梁補励金　　　　　　王6・殿5

0葡年度繰越金　　　　　　　　　　34，400

〈＞購撰過疎籏〈下水遵分〉　　　　△9，400

《歳　愚》

⇔農林水産業費

　・淵雪捉進離策事業補助金　　　　　6講驚

　・地形魍作成蚕託料　　　　8，00（

　・集落道整備工事　　　　　　　　　20，3G（

⇔土木費

　・下水遂蒋劉会欝繰出金　　　　△7，961

　・瞬道補修工事費　　　　　　　　　5謁21

　・驚遜上の幽往宅線醐設工事費　△8ゆ71

2

は助け合いの制度です国保

こ｛

保険税率は据え置き

　保険証の色は「浅黄色」

國
保
翻
度
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
麗
昆
健
康
保
険
（
團
保
）
は
、
私

た
ち
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
安

心
し
て
匿
療
を
受
け
ら
れ
る
薩
療
保

険
調
魔
で
す
。

　
こ
の
大
切
な
翻
度
は
、
皆
さ
ん
の

理
解
や
協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
健

全
に
運
営
さ
れ
る
も
の
で
す
。
麗
保

翻
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
紀
は
、

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

税
が
基
礎
に
な
り
家
す
、

　
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
は
、
國

の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
懸
療
費
や
助

産
費
、
葬
祭
費
な
ど
の
給
轡
費
胴
と

し
て
使
わ
れ
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
の
貴
輿
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

平
成
入
年
度
の

保
険
税
率
決
ま
る

　
平
成
八
年
度
の
税
率
・
税
額
が
決

塞
り
ま
し
た
。
平
成
七
年
度
と
岡
率
・

岡
額
で
す
。
　
（
劉
蓑
を
参
照
）

　
保
険
税
の
額
は
、
基
本
的
に
は
そ

の
年
の
蹉
療
費
が
ど
の
く
ら
い
に
な

る
か
予
灘
し
た
上
で
税
額
が
決
定
さ

れ
ま
す
。
緩
療
費
が
贈
え
れ
ば
、
保

険
税
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
臼
顎
か
ら
健
康
に
心
が

け
、
緩
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
｝
世
帯
当
た
り
の
無
間
保
険
税
の

最
窩
限
度
額
は
、
五
十
工
万
円
で
す
．

ま
た
、
漸
得
の
低
い
鍵
帯
は
そ
の
撤

帯
の
総
所
簿
と
人
数
に
よ
り
二
劉
、

五
翻
、
七
割
の
軽
減
舗
度
が
あ
り
ま

す
。

　
　
㎜
　
　
㎜
　
　
㎜
　
　
｝
　
　
　
　
　
w

平成8年度團保税率表

斑窺

　斯得oo
　　　1

　圏定oβ

　　　1

　撫入…
　　　2

1　1盤

　　　　　　畷

金額
万円に女雪し　　　556海

資産税額

乃円に対七5，783円

，者玉人分

人の場舎は46謁OG円

帯盗たウ

諜誌

鶏鷹
28，50e円

鵬表

　欝　分

　漸轡藻

　資産割

均等翻

単等翻

健
康
保
険
証
は

　
九
月
に
変
わ
り
ま
す

　
九
月
一
懸
か
ら
團
民
健
康
保
険
の

保
険
証
と
退
職
餐
曙
療
翻
度
の
保
険

こんな時は必ず届け出を

　こんな蒔、旙け鐵は皐めに行いましょう。

◇凝会保険など勉の保険に簾入したとき

　なお、新しい保険証が手元に届いていないときは、

ザ○月○臼から歓会保験に撫入した」と～欝医療機

関の窓口でお話ください。

（渋〉手続きが遅れ濠すと保険給付分を返選してい

ただくことがありますのでご漣慧ください。

◇第識：者｛ヒ為によ移診療を受けるとき

　交通事故の場合など、必ずご連絡ください。

◇保険証を紛失したとき

　保険証は大切に保管し、月に・一度は匿療機関の窓

照に提示してください燈他人に使われたリサラ金な

どでお金を儲りられたりし、被害に遭うことがあり

ますので、取撤い紅ご濡意ください。

◇遠隔地に住む人がでたとき

証
の
魯
が
－
浅
黄
魚
し
に
変
わ
ウ
ま

す
。
い
ま
ま
で
の
「
さ
く
ら
魚
篇
の

保
険
誕
は
八
月
三
十
“
｛
獄
限
9
で
使

粥
で
き
窟
せ
ん
の
で
濾
意
し
て
く
だ

さ
い
．

　
更
新
は
、
八
月
宋
に
各
集
落
総
代

さ
ん
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。
な
お
、

⑬
。
㊥
の
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
も
岡
時
臓
更
新
し
ま
す
。

入
院
す
る
と

食
事
療
養
費
が
必
要

　
入
院
が
必
要
に
な
っ
た
方
は
、
入

院
蒔
食
事
療
養
費
の
～
部
負
撞
と
し

て
、
一
臼
六
衝
円
を
医
療
機
関
の
窓

欝
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
所
轡
の
低
い
撹
帯
は
、
一
鼠
六
蕎

円
か
ら
吸
蒼
五
十
円
に
減
額
さ
れ
る

翻
度
が
あ
り
象
す
の
で
、
詳
し
い
こ

と
は
住
幾
諜
橿
祉
係
に
問
い
倉
わ
せ

く
だ
さ
い
。

気
軽
に

　
お
閥
い
合
わ
せ
を

　
圃
蔑
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
の
保

険
で
す
。
保
険
税
や
匿
療
の
こ
と
で

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

黛
軽
に
握
当
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

　
松
之
山
町
役
場
、
住
畏
謙
編
祉
係

　
鷹
6
－
3
1
3
王
　
内
線
5
6

3
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網
雛
纏
議
糞

補
正
予
算
を
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
町
ブ
ナ
条
例
を
議
決

濃

　
平
成
八
年
第
照
鐡
の
購
議
会
定
例

轟
麟
が
六
月
二
十
六
臼
・
二
十
七
研
の

二
総
間
醐
催
さ
れ
、
十
の
議
案
な
ど

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
平
成

八
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
闘
つ
の
特

甥
会
誹
の
補
獲
を
申
心
に
、
条
例
の

一
部
改
疵
や
工
事
請
負
契
約
の
締
結

な
ど
に
つ
い
て
で
す
。

　
な
お
、
審
議
に
先
立
ち
専
決
処
分

纂
項
の
報
轡
に
つ
い
て
な
ど
霞
項
目

の
報
蕾
が
あ
り
ま
し
た
、

　
一
般
質
問
で
は
、
　
「
擁
帯
電
話
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
㌧
麟
本
の
コ

メ
、
松
之
忠
農
業
を
守
れ
る
農
政
き

「
購
鋭
こ
そ
童
人
公
の
町
政
を
㌦
少

産
化
に
つ
い
て
㌧
上
水
道
水
難
に
つ

い
て
し
な
ど
五
人
の
議
轟
が
十
九
項

霞
の
質
問
を
行
い
濠
し
た
。

　
榊
般
質
問
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、

　
「
議
金
だ
よ
り
」
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

今
圃
審
議
さ
れ
た
補
疋
予
算
嶽
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
り

　
な
お
、
す
べ
て
漂
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
濠
し
た
。

－
議
案
審
議
一

《
予
算
関
係
》

▽
㎜
般
会
翫
補
正

　
　
歳
入
歳
患
と
も
四
千
九
菖
九
十

　
九
万
六
千
円
を
追
擁
し
、
総
額
三

　
十
八
億
薫
九
十
九
万
六
千
円
と
な

　
り
ま
し
た
、
主
な
も
の
は
、
割
表

　
の
と
お
り
で
す
。

▽
國
罠
健
康
保
険
特
劉
会
蹴
繍
正

　
　
事
業
勘
定
は
歳
入
歳
畿
と
も
七

　
頁
九
十
闘
万
黒
千
円
を
追
撫
し
、

　
総
額
二
億
七
千
三
欝
三
十
二
万
円

　
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
薦
営
診
療
施
設
勘
建
は

　
歳
入
歳
繊
と
も
二
酉
三
十
二
万
円

　
を
追
撫
し
、
三
億
二
千
三
酉
七
十

　
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
．

▽
老
人
保
健
特
別
会
欝
補
正

　
　
歳
入
歳
出
と
も
賜
資
二
十
五
万

　
三
千
円
を
追
茄
し
、
購
億
七
千
八

　
百
牽
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
翫
補
疋

　
　
歳
入
歳
出
と
も
蕎
九
十
一
万
九

　
千
円
を
追
加
し
、
一
億
二
千
酉
九

　
牽
一
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
下
水
道
事
業
特
別
会
爵
補
正

　
　
歳
入
歳
出
と
も
五
蟹
七
十
簾
万

　
六
千
円
を
追
茄
し
、
五
億
七
千
三

　
葺
十
五
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
条
例
関
係
》

▽
松
之
由
町
営
ス
キ
ー
場
の
設
置
お

　
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
欄
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い

　
て

▽
松
之
由
町
ホ
峯
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

　
ス
事
業
に
儲
う
費
馬
微
収
条
例
の

　
欄
部
を
改
蕉
す
る
条
例
の
提
毘
に

　
つ
い
て

馴表

「搬会講の主なもの

▽
松
之
撫
町
幼
児
の
緩
療
費
助
成
瓢

　
関
す
る
条
例
の
欄
定
に
つ
い
て

▽
松
之
凶
町
ブ
ナ
条
例
の
翻
定
に
つ

　
い
て

《
工
箏
講
負
契
約
の
締
結
》

▽
工
事
名
　
松
之
由
町
保
健
セ
ン
タ

　
！
建
設
工
事

　
ヱ
事
賠
Ψ
働
一
金
額
　
　
”
一
一
億
鷺
ツ
十
六
欝

　
六
志
i
万
円
（
消
瀞
鵬
税
を
含
む
）

　
契
約
の
糧
手
　
株
式
会
役
蕎
橋
綴

▽
工
箏
名
　
松
水
第
十
二
畢
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
（
ツ
、
ン

　
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
機
械
設
備
工
事
…

　
そ
の
一
）

　
工
事
請
負
金
額
　
八
千
八
否
五
十

　
八
万
円
（
溝
費
税
を
倉
む
）

　
契
約
の
楓
手
　
新
明
和
工
業
株
式

　
会
祇

《歳　入》　　　　　　　　　（挙位こ千思〉

く〉農林水産業費梁補励金　　　　　　王6・殿5

0葡年度繰越金　　　　　　　　　　34，400

〈＞購撰過疎籏〈下水遵分〉　　　　△9，400

《歳　愚》

⇔農林水産業費

　・淵雪捉進離策事業補助金　　　　　6講驚

　・地形魍作成蚕託料　　　　8，00（

　・集落道整備工事　　　　　　　　　20，3G（

⇔土木費

　・下水遂蒋劉会欝繰出金　　　　△7，961

　・瞬道補修工事費　　　　　　　　　5謁21

　・驚遜上の幽往宅線醐設工事費　△8ゆ71

2

は助け合いの制度です国保

こ｛

保険税率は据え置き

　保険証の色は「浅黄色」

國
保
翻
度
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
麗
昆
健
康
保
険
（
團
保
）
は
、
私

た
ち
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
安

心
し
て
匿
療
を
受
け
ら
れ
る
薩
療
保

険
調
魔
で
す
。

　
こ
の
大
切
な
翻
度
は
、
皆
さ
ん
の

理
解
や
協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
健

全
に
運
営
さ
れ
る
も
の
で
す
。
麗
保

翻
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
紀
は
、

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

税
が
基
礎
に
な
り
家
す
、

　
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
は
、
國

の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
懸
療
費
や
助

産
費
、
葬
祭
費
な
ど
の
給
轡
費
胴
と

し
て
使
わ
れ
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
の
貴
輿
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

平
成
入
年
度
の

保
険
税
率
決
ま
る

　
平
成
八
年
度
の
税
率
・
税
額
が
決

塞
り
ま
し
た
。
平
成
七
年
度
と
岡
率
・

岡
額
で
す
。
　
（
劉
蓑
を
参
照
）

　
保
険
税
の
額
は
、
基
本
的
に
は
そ

の
年
の
蹉
療
費
が
ど
の
く
ら
い
に
な

る
か
予
灘
し
た
上
で
税
額
が
決
定
さ

れ
ま
す
。
緩
療
費
が
贈
え
れ
ば
、
保

険
税
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
臼
顎
か
ら
健
康
に
心
が

け
、
緩
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
｝
世
帯
当
た
り
の
無
間
保
険
税
の

最
窩
限
度
額
は
、
五
十
工
万
円
で
す
．

ま
た
、
漸
得
の
低
い
鍵
帯
は
そ
の
撤

帯
の
総
所
簿
と
人
数
に
よ
り
二
劉
、

五
翻
、
七
割
の
軽
減
舗
度
が
あ
り
ま

す
。

　
　
㎜
　
　
㎜
　
　
㎜
　
　
｝
　
　
　
　
　
w

平成8年度團保税率表

斑窺

　斯得oo
　　　1

　圏定oβ

　　　1

　撫入…
　　　2

1　1盤

　　　　　　畷

金額
万円に女雪し　　　556海

資産税額

乃円に対七5，783円

，者玉人分

人の場舎は46謁OG円

帯盗たウ

諜誌

鶏鷹
28，50e円

鵬表

　欝　分

　漸轡藻

　資産割

均等翻

単等翻

健
康
保
険
証
は

　
九
月
に
変
わ
り
ま
す

　
九
月
一
懸
か
ら
團
民
健
康
保
険
の

保
険
証
と
退
職
餐
曙
療
翻
度
の
保
険

こんな時は必ず届け出を

　こんな蒔、旙け鐵は皐めに行いましょう。

◇凝会保険など勉の保険に簾入したとき

　なお、新しい保険証が手元に届いていないときは、

ザ○月○臼から歓会保験に撫入した」と～欝医療機

関の窓口でお話ください。

（渋〉手続きが遅れ濠すと保険給付分を返選してい

ただくことがありますのでご漣慧ください。

◇第識：者｛ヒ為によ移診療を受けるとき

　交通事故の場合など、必ずご連絡ください。

◇保険証を紛失したとき

　保険証は大切に保管し、月に・一度は匿療機関の窓

照に提示してください燈他人に使われたリサラ金な

どでお金を儲りられたりし、被害に遭うことがあり

ますので、取撤い紅ご濡意ください。

◇遠隔地に住む人がでたとき

証
の
魯
が
－
浅
黄
魚
し
に
変
わ
ウ
ま

す
。
い
ま
ま
で
の
「
さ
く
ら
魚
篇
の

保
険
誕
は
八
月
三
十
“
｛
獄
限
9
で
使

粥
で
き
窟
せ
ん
の
で
濾
意
し
て
く
だ

さ
い
．

　
更
新
は
、
八
月
宋
に
各
集
落
総
代

さ
ん
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。
な
お
、

⑬
。
㊥
の
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
も
岡
時
臓
更
新
し
ま
す
。

入
院
す
る
と

食
事
療
養
費
が
必
要

　
入
院
が
必
要
に
な
っ
た
方
は
、
入

院
蒔
食
事
療
養
費
の
～
部
負
撞
と
し

て
、
一
臼
六
衝
円
を
医
療
機
関
の
窓

欝
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
所
轡
の
低
い
撹
帯
は
、
一
鼠
六
蕎

円
か
ら
吸
蒼
五
十
円
に
減
額
さ
れ
る

翻
度
が
あ
り
象
す
の
で
、
詳
し
い
こ

と
は
住
幾
諜
橿
祉
係
に
問
い
倉
わ
せ

く
だ
さ
い
。

気
軽
に

　
お
閥
い
合
わ
せ
を

　
圃
蔑
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
の
保

険
で
す
。
保
険
税
や
匿
療
の
こ
と
で

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

黛
軽
に
握
当
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

　
松
之
山
町
役
場
、
住
畏
謙
編
祉
係

　
鷹
6
－
3
1
3
王
　
内
線
5
6

3



ー
㊤
卜
o
り
ー

水
の
臼
．
8
月
玉
日
氷
の
週
闇
・
8
潟
塗
臼
募
簾
日

4

灘
え
ま
う
繊
の
諺
葛
鑛
鎌
繊
蓑
獲
鱗
霧
灘
罎

護
肇
禦
詫
え
る
驚
響
す
．
森
会
の
蔀
の
地
域
で
は
、
早

く
も
冬
場
か
ら
渇
水
の
ニ
ェ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
隻
活
が
難
か
に

な
り
、
わ
た
し
た
ち
の
毎
鷺
の
蛋
濡
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
”
水
％
そ
の

水
を
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
供
給
す
る
の
が
簡
易
水
遣
で
す
。
水
は
限
ら
れ
た
資

源
で
す
。
町
の
簡
易
水
道
の
状
況
と
わ
た
し
た
ち
が
家
庭
で
で
き
る
簾
水
対
策

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

増
え
続
け
る

　
生
活
矯
水
の
使
用
量

　
わ
た
し
た
ち
が
鷺
常
盗
活
で
侮
餓

な
く
漢
っ
て
い
る
”
水
道
”
、
蛇
欝
を

ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
水
が
患
ま
す
。

水
道
水
で
使
糟
さ
れ
る
窯
な
も
の
は

飲
料
駕
水
で
す
が
、
洗
濯
機
や
水
洗

ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
盗
活
が
豊

か
に
な
っ
た
分
、
焦
活
絹
水
の
使
粥

量
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
．

　
聴
内
臓
は
理
在
、
十
｝
の
簡
易
水

遵
施
設
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
皆
さ
ん

の
ご
家
健
に
生
活
稽
水
を
供
給
し
て

い
ま
す
．
今
隼
の
二
月
現
在
、
牽
｝

施
設
か
ら
の
給
水
件
数
は
｝
、
〇
二

五
癒
帯
で
給
水
人
鶏
は
二
、
七
一
艘

入
、
　
水
傷
遺
煎
撚
及
率
は
約
七
六
・
顯
｝

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
一
施
設
の
合
欝
水
道
使
糟
量
は
、

平
成
七
年
照
月
か
ら
平
成
八
隼
三
月

ま
で
の
7
年
間
に
約
二
八
万
ガ
（
東

察
ド
ー
ム
球
場
の
闘
分
の
～
杯
分
）

鑓
も
上
り
ま
し
た
．
ま
た
、
｝
盤
帯

影
た
り
で
約
二
七
〇
㎡
、
…
人
嚢
た

り
で
は
約
一
〇
ニ
ガ
の
水
を
使
胴
し

た
こ
と
鏡
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
｝
人
当
た
り
の
｝
黛
の
水

の
使
用
量
は
、
約
二
七
九
2
と
い
う

こ
と
に
な
り
窟
す
。
こ
れ
は
、
お
ふ

ろ
の
浴
槽
｝
杯
分
以
上
の
愚
で
す
。

勝・

し
て
、
さ
ら
に
生
活
絹
水
の
使
壌

璽
は
年
々
壊
え
続
け
て
い
る
の
で
す
。

再
認
識
し
た
い

　
限
ら
れ
た
資
源
の
水

　
趨
然
に
恵
ま
れ
た
当
町
に
は
、
冬

の
降
欝
や
河
川
、
ブ
ナ
林
な
ど
水
源

と
な
る
条
件
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

轟
町
の
簡
易
水
道
施
設
の
ほ
と
ん
ど

の
水
源
は
、
湧
水
・
集
水
井
な
ど
を

利
溺
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
水
簸
や
処
理
能
ヵ

な
ど
に
も
限
度
が
あ
り
、
特
に
お
盆

の
時
期
に
は
帰
省
客
な
ど
で
人
鑓
も

二
倍
以
上
に
な
る
こ
と
か
ら
、
水
を

使
期
す
る
難
も
堰
大
し
て
し
ま
い
、

給
水
制
限
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
都
会
な
ど
で
は
、
水
の
帯
効
利
熔

の
た
め
に
、
一
度
使
わ
れ
た
水
を
麺

、
多
ー
多
…
多
；
ξ
ー
，
i
‡

一家庭でできる節水の工夫

蛇鶯はこまめに闘閉を。

流しっ放しは王分間に6

2ものムダになります．

水の勢いは鉛筆の太さを

目安に。

（
畿
扇

N5 重

だ㎜㎜｝甲㎜㎜～w
｝

き
1　蝉ク

醸

～

入浴時に、シャワーを患　　　　○㌘く）

し倣しにした鰯槽か螺∫　し
ら湯をあふれさせたつは　　　　　　｝榊　 1
　　　　　　　　　　5禁物．残り湯も、洗濯・

掃除などに再利溺を。　　　　ち1”　　　器

轟　　　ゴ　　　　　　ゆぢ　ヂ
　　　ほ　つ　　　た‘　　　　・∵1　普通乗溺車を洗車・
　　、　　　　　　　　5憩
　　　　　へ　　　　　憲　　　　　μ　　　、全・　　■ざ海、り轍象、ナ浄

普通乗溺車を洗牽する場

合、バケツ洗いなら約5
杯ですみます。流しっ放　1

しのホース洗いでは、約

30杯分の水が必要です、

＿噛＿＿＿w＿一“＿＿＿＿＿＿＿ヲ

0
　
短　

0

（

9
｝

鉱

理
し
、
雑
絹
水
と
し
て
再
利
飛
す
る

方
法
や
麗
根
紅
雨
水
を
集
め
、
ト
イ

レ
馬
水
な
ど
に
利
馬
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
海
水
の
淡
水
化
は
、
今
後

の
新
し
い
水
源
資
源
開
発
の
｝
“
つ
と

し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
．
す
で
に
、
雨
水
に
頼
る
離
島

の
盗
活
馬
水
や
工
業
粥
水
な
ど
に
利

場
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
遠
い
替
か
ら
、
盗
命
を
は
ぐ
く
ん

で
巻
た
“
水
”
は
、
地
球
上
の
す
べ

て
の
生
命
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
　
「
水
は
無
尽
蔵
に
あ
る
し

と
い
う
考
え
を
｝
人
㎜
｝
人
が
冤
薩
し
、

「
醸
ら
れ
た
資
源
し
で
あ
る
と
再
認

識
し
た
い
も
の
で
す
．

　
そ
し
て
、
縫
ご
ろ
か
ら
水
は
必
要

な
量
だ
け
使
い
、
無
駄
な
水
は
使
わ

な
い
翌
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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ま
ず
は
“
ひ
と
安
心
”

総
合
検
診
に
一

　
六
月
十
臼
か
ら
牽
臨
臼
ま
で
の
五

臼
闘
、
町
罠
体
欝
館
で
町
総
合
検
診

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
合
検
診
は
、

鰐
難
の
皆
さ
ん
の
年
に
一
度
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
場
と
し
て
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
牽
鰯
年
目
と
な

り
ま
し
た
。

　
蕎
齢
化
祇
会
を
迎
え
、
町
罠
の
皆

さ
ん
の
健
康
に
対
す
る
関
心
も
隼
々

と
篤
ま
つ
て
き
て
お
り
、
早
朔
発
見
。

軍
朗
治
療
の
上
で
も
大
変
に
璽
要
な

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
葎
の
検
診
期
間
中
、
基
本
検
診

臓
は
｝
、
八
二
｝
人
の
皆
さ
ん
か
ら

受
診
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
蟹

、
八
一
二
入

ガ
ン
簸
駕
顯
検
診
に
は
八
八
｝
入
が
受

診
、
昨
年
比
で
は
わ
ず
か
で
す
が
減

少
し
ま
し
た
．
し
か
し
、
票
内
で
は

蕩
い
受
診
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
検
診
の
結
巣
は
、
七
月
宋
ま
で
に

皆
さ
ん
へ
連
絡
し
ま
す
．
窪
た
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
保
健
婦
が
皆
さ

ん
の
集
落
を
ま
わ
り
、
健
康
相
談
や

訪
問
指
導
を
行
う
予
建
で
す
。

　
な
お
、
婦
人
検
診
が
七
月
十
八
臼
、

二
十
囎
日
、
二
十
五
臼
、
蕊
十
臼
の

照
醐
爽
施
さ
れ
家
す
。
購
し
込
み
さ

れ
て
い
な
い
方
で
も
、
受
診
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
磁
蔑
諜
保
健
衛
盤
係
へ
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そ
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水
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家
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。
水
は
限
ら
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資

源
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町
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水
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状
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簾
水
対
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は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
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う
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増
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続
け
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生
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水
の
使
用
量
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し
た
ち
が
鷺
常
盗
活
で
侮
餓

な
く
漢
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ひ
ね
れ
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い
つ
で
も
水
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水
道
水
で
使
糟
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れ
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窯
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も
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駕
水
で
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が
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洗
濯
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や
水
洗

ト
イ
レ
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シ
ャ
ワ
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な
ど
盗
活
が
豊

か
に
な
っ
た
分
、
焦
活
絹
水
の
使
粥

量
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
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聴
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臓
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理
在
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十
｝
の
簡
易
水

遵
施
設
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あ
り
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そ
こ
か
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皆
さ
ん

の
ご
家
健
に
生
活
稽
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を
供
給
し
て

い
ま
す
．
今
隼
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二
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現
在
、
牽
｝

施
設
か
ら
の
給
水
件
数
は
｝
、
〇
二

五
癒
帯
で
給
水
人
鶏
は
二
、
七
一
艘

入
、
　
水
傷
遺
煎
撚
及
率
は
約
七
六
・
顯
｝

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
一
施
設
の
合
欝
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道
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糟
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平
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七
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八
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三
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7
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八
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ド
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杯
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上
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し
た
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ま
た
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た
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約
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七
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㎡
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…
人
嚢
た

り
で
は
約
一
〇
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ガ
の
水
を
使
胴
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た
こ
と
鏡
な
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ま
す
。

　
ま
た
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再
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会
場
に
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ま
す
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令
購
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法
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の
絹
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に
記
入

　
し
、
検
建
料
と
薬
に
ご
提
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，
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だ
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、
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に
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も
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、
部
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、
醐
数
、
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、
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熟
語
、
誤
字
を
訂
疋
す
る
も
の
な
ど

さ
蝶
ざ
ま
な
問
題
が
出
ま
す
、

60歳からの繰り上げ請求
　老齢基礎年金の支給闘始は65歳です。しかし、

65歳蔚でも希』望すれば、6G歳から年金を繰ウ上げ

て謂求することができます。

　無金を繰摯上げて講求する蒔には襖重紅行わな

いと、いくつかの翻照を受けることになります。

①…盗、減額された磯を受けることにな縁す・

⑨万一、障害餐になつても鐘害基礎年金が受けら

　れません。

③寡婦奪金を受けることができなくなり豪す。

④特劔支給の老齢摩盤無金（退職共済年金）が・

　65歳まで支給停翫になります。

⑤遺族摩愈供済／年金を受けている人は、65歳

　までどちらカy一つぴ）年金し力製受韓られ．ません．

⑥6臓になるまでに就職し、懸盆年金に撫入しま

　すとその間、支給檸．止になり家すさ

　このよう嬬綴があ！）、いったん講求すると取

！｝消すことはできません。講求は漢重に蕎いまし

ょう◎

　※繰り腕圭二げ講求とは逆に65歳以降に繰り下げて

請求すると、増額された年金を受けることができ

ます。詳しくは覇跳年金係まで』

ま
つ
の
や
ま
文
芸

俳
　
句

　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
こ
た

つ
な
ぎ
肥
え
撒
け
ば
癒
え
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青
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ゆ
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の
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に
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と
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ひ
　
よ
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れ
い
ご
と
言
え
ど
夢
く
を
他
人
ま
か
せ

愛
し
て
る
な
ど
と
言
え
ぬ
が
長
つ
づ
き

コ
ツ
コ
ツ
と
十
七
春
に
こ
．
編
ろ
埼
め

　
　
　
　
黒
　
倉
Ω
救
囎
）
　
草
桝

柳
友
作
贔
紹
介

構
の
荷
を
お
ろ
し
て
か
ら
の
物
分
か
り

母
猶
を
枡
る
軍
服
の
子
の
写
糞

こ
の
よ
う
に
言
え
た
ら
な
あ
と
大
根
切
る

正
孝

高
騨

大
　
川

戸
紀
子
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ひ
　
よ

き
れ
い
ご
と
言
え
ど
夢
く
を
他
人
ま
か
せ

愛
し
て
る
な
ど
と
言
え
ぬ
が
長
つ
づ
き

コ
ツ
コ
ツ
と
十
七
春
に
こ
．
編
ろ
埼
め

　
　
　
　
黒
　
倉
Ω
救
囎
）
　
草
桝

柳
友
作
贔
紹
介

構
の
荷
を
お
ろ
し
て
か
ら
の
物
分
か
り

母
猶
を
枡
る
軍
服
の
子
の
写
糞

こ
の
よ
う
に
言
え
た
ら
な
あ
と
大
根
切
る

正
孝

高
騨

大
　
川

戸
紀
子

7
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七
月
に
入
り
、
讐
い
鷺
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
撃
節
浮
よ
る
と
大

勢
の
子
ど
も
た
ち
で
紅
ぎ
わ
う
の
が

プ
ー
ル
磐
、
す
。
プ
ー
ル
か
ら
は
、
罫

P．

｝
も
た
ら
の
元
気
な
声
が
闇
こ
え
ま

す
。
誰
丸
し
て
、
も
・
す
｛
夏
休
み
。

　
今
月
識
．
、
で
は
璽
休
み
を
繭
に
購
内

の
各
小
学
校
の
五
年
生
か
ら
、
楽
し

い
製
休
み
の
計
画
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
象
＼
ご
紹
介
し
ま
す
、

㎝
，
七
ー
、
モ
ー
，
モ
ー
ミ
ー
ヒ
5
，
［
ー
，
ー
芽
「
ー
シ
き
～
ー
5
き
重

5
：
ざ
｛
：
ざ
き
き
‘

｝｝｝｝｝　　｝－　皿　｝　吊
｝一騨吊

がんばれ！

4
野
塚
和
生
さ
ん
（
奨
．
婆
）

＼・
撚
覇
．

昭瀦47年8月生まれ　獅子座

会社員

　株式会社高橋紹「ナステビュウ湯の山

に勤務しています小野塚です。今年で入

後2年目になります。

　仕事の内容は、フロントでの受付、売

胤送還を主に館内全般の仕事善こなりま

す。従業員は男性4名、女牲4名の計8

名で、平均隼齢30歳と葬常に若い職場で

伸び伸びとやらせていただいています。

　十a町や柏瞬などの近郊の方を中心に、

遠くは新潟、長岡、三条などの各地域か

ら多数のお客様にご利屠いただいていま

す。普から湯治の場として栄えてきた松

之山温果の薬効の良さを痛感しています。

　今後も安らぎの場として大勢のお客様

に満足していただけるように努めていき

たいと思います。今後とも、よろしくお

顎いします。

」
　
　
8

わ
ら
せ
て
、
う
ん
と
遊
べ
る
楽
し
い

、
愛
休
み
に
し
た
い
で
す
。

振
緩
纏

｝
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嚢鞍
夏
休
み
の
楽
し
み

松之ω小5年

紹辺　愛さん

（松之慮・鰺中）

　
憂
休
み
で
楽
し
み
な
予
定
は
、
輪

鶴
へ
行
っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
う

こ
と
で
す
。

　
峯
、
し
て
、
海
に
行
つ
て
砂
の
お
し

ろ
と
か
を
作
っ
て
遊
び
た
い
で
す
。

帰
り
に
は
ど
ん
な
お
み
や
げ
を
翻
、
お

う
か
楽
し
み
で
す
印

　
で
も
、
夏
休
み
で
｝
番
い
や
な
こ

と
は
宿
題
で
す
。
憂
休
み
は
冬
休
み

と
旗
が
っ
て
自
磁
醗
究
が
あ
り
、
宿

題
が
多
い
の
で
す
．
だ
か
・
僻
く
終

キ
ャ
ン
プ
に
行
き
た
い

松里小5無
佐藤祐太くん

（天水麗・せぎ）

　
ぽ
く
は
、
夏
休
み
に
な
っ
た
ら
、

や
り
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。　

一
つ
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
こ
と
で
す
。

去
隼
も
行
っ
た
け
ど
、
と
っ
て
も
楽

し
か
っ
た
か
ら
、
今
隼
も
行
き
た
い

で
す
。も

う
｝
つ
は
、
海
で
す
、
海
は
、

い
っ
ば
い
泳
げ
る
か
勢
大
好
き
で
す
。

そ
し
て
、
プ
ー
ル
に
も
で
き
る
だ
け

行
き
た
い
で
す
。
去
隼
は
あ
ま
り
行

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
い
っ
ば

い
プ
ー
ル
に
行
っ
て
、
も
っ
と
も
っ

と
速
く
泳
げ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

璽
休
み
に
し
た
い
こ
と

　菓’鰻小5：鋒三

小野塚香奈さん

　（藤窟・大門）

　
肉
分
に
あ
っ
た
本
を
い
っ
ぱ
い
読

み
た
い
。
私
は
、
本
を
読
む
の
が
好

き
で
す
．
そ
れ
で
、
休
み
時
間
に
読

霧
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す

き
な
本
が
い
っ
ぱ
い
で
き
ま
し
た
。

掌
校
の
図
書
室
に
は
、
お
も
し
ろ

い
本
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
今
年
も
新
し
く
お
も
し
ろ
い
本

が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
今
隼

で
私
の
学
校
の
図
書
室
は
、
な
く
な

り
ま
す
。
そ
れ
で
、
こ
の
夏
休
み
紀

麟
書
室
の
本
を
で
き
る
だ
け
、
い
っ

ぱ
い
読
み
た
い
で
す
。

ぽ
く
の
夏
休
み

　
墓
錨
灘
鍵
聡
叢
騨
馨
多

浦紹小5無

俵藤健くん
（蕾根・勘人〉

　
ぽ
く
は
、
夏
休
み
で
一
番
楽
し
み

な
こ
と
は
、
学
校
で
す
る
キ
ャ
ン
プ

で
す
。
そ
の
運
曲
は
、
幽
、
五
年
生

で
で
き
る
し
、
ぽ
く
た
ち
が
ず
っ
と

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
る
　
　
ヨ

璽
，
、
て
き
た
さ
わ
ら
蒙
．
醐
の
野
莱

を
、
調
理
で
き
る
か
り
で
す
。
さ
わ

ら
び
蝿
園
は
、
浦
灘
小
掌
校
の
畑
で

す
。
さ
わ
ら
び
農
醐
で
は
、
チ
ン
ゲ

ン
漿
や
、
ほ
う
れ
ん
革
な
ど
が
あ
り

ま
す
．
お
ひ
た
し
や
、
野
菜
い
た
め

な
ど
を
し
ザ
＼
食
べ
た
い
で
す
．
飽

紅
も
、
何
キ
欝
メ
ー
ト
ル
も
泳
ぐ
そ

う
な
の
で
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

ウツボグサ（ジノ科〉だ自
臼当りのよい醗草地や三鎌い祭

姓える多年醜全体豊こ詣、、毛霧す

1隻繍警藻濃き⑳／

嶺郷無綜から名づ／

楽
し
み
な
翼
休
み

松之ω小5葎

小野塚和惚くん

　（湯山・せぎラ

　
今
年
の
憂
休
み
も
、
横
浜
の
お
ば

さ
ん
の
家
に
行
っ
て
、
お
ば
さ
ん
の

か
っ
て
い
る
イ
ン
コ
を
大
広
闇
で
飛

ば
せ
た
り
、
ぷ
ま
え
た
り
し
て
遊

ぶ
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
ま
た
、
横
浜
の
近
く
に
兄
の
家
が

あ
る
の
で
、
そ
こ
に
も
行
っ
て
テ
レ

ど
ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊
び
た
い
で
す
。

　
だ
か
ら
、
休
み
に
な
っ
た
り
、
畢

め
に
宿
題
を
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
つ

も
り
で
す
。
今
か
ら
夏
休
み
が
楽
し

み
で
す
．

早
く
来
い
来
い
、
夏
休
み
！

ブ
ー
ル
は
休
ま
な
い
で

松曇小5年
儀藤恵蘂さん

（天水越・儀讐）

　
わ
た
し
は
夏
休
み
に
な
っ
た
ら
、

プ
ー
ル
を
休
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
夏
休
み
の
自
磁
珊
究
は
、
今
ま
で

に
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

去
年
は
、
佐
渡
ケ
島
は
い
っ
た
か

、
、
ち
が
う
と
こ
ろ
も
行
き
た
い
で

す
．

　
去
年
ま
で
、
宿
題
は
翼
休
み
の
終

わ
り
の
こ
ろ
あ
わ
て
て
や
っ
て
い
た

の
で
、
今
度
は
、
単
め
に
終
わ
ら
せ

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
計
爾
的
に
行

っ
て
楽
し
い
夏
休
み
に
し
た
い
で
す
。

楽
し
み
な
キ
ヤ
ン
プ浦磁小5年

久擦田農くん

（藤原・田流屋）

　
ぽ
く
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
夏
休

み
の
行
事
は
キ
ャ
ン
プ
で
す
．
こ
の

キ
ャ
ン
プ
は
、
羅
・
五
年
で
計
爾
を

し
た
も
の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
計
画

の
中
で
、
｝
番
楽
し
み
な
の
が
水
泳

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
よ
う
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
女
子
の
選
手
で
も
、
～
万
五
千

メ
萎
ト
ル
を
｝
臼
で
泳
ぐ
と
誉
う
か

ら
、
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

ぽ
く
た
ち
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と

い
う
の
で
す
。
す
ご
く
大
変
そ
う
だ

け
ど
が
ん
ば
っ
て
泳
ぎ
ま
す
。

　
八
月
の
テ
ー
マ
は
、
　
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
』
で
す
。
潔
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
紹
ん
で
い
る
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
や
活
動
内
容
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
原
稿
の
締
め
切
り
は
、
七
月
二
十

五
資
で
す
。
総
務
諜
行
政
係
ま
で
。

ようすけ

陽介ちゃん登場（2歳2カ月）

　小見秦則・玲子さんの二男

　　　　　　　〈黒禽・車屋敷〉

　こんにちは、ぼくの名蔚は小見陽介で

す。ぼくには賢太お兄ちゃんがいます．

賢太お兄ちゃんは保育所にいっているの

で、保育所から帰ってくるまでおばあち

ゃんと一緒に遊んで待っています。

　遊びで好きなのは、おもちゃの車に乗

ることです。とうちゃんから買ってもら

った車で、お兄ちゃんと二入で仲良く遊

びます。ぼくも運転がうまいんだけど、

お兄ちゃんはもっとうまいんだよ。

　僕の好きな食べ物は納豆です．あった

かいごはんと納豆はおいしいね。納豆ご

はんをいっぱい食べて早く大きくなりた

いな。6月の運動会で幼兇レースにでま

した。一生懸命に定ってがんばったよ。

とっても、楽しかったです。

1お母さんからの一醤1元気で明るい子

に育ってほしいと思います、

9
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七
月
に
入
り
、
讐
い
鷺
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
撃
節
浮
よ
る
と
大

勢
の
子
ど
も
た
ち
で
紅
ぎ
わ
う
の
が

プ
ー
ル
磐
、
す
。
プ
ー
ル
か
ら
は
、
罫

P．

｝
も
た
ら
の
元
気
な
声
が
闇
こ
え
ま

す
。
誰
丸
し
て
、
も
・
す
｛
夏
休
み
。

　
今
月
識
．
、
で
は
璽
休
み
を
繭
に
購
内

の
各
小
学
校
の
五
年
生
か
ら
、
楽
し

い
製
休
み
の
計
画
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
象
＼
ご
紹
介
し
ま
す
、
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，
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ー
、
モ
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［
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昭瀦47年8月生まれ　獅子座

会社員

　株式会社高橋紹「ナステビュウ湯の山

に勤務しています小野塚です。今年で入

後2年目になります。

　仕事の内容は、フロントでの受付、売

胤送還を主に館内全般の仕事善こなりま

す。従業員は男性4名、女牲4名の計8

名で、平均隼齢30歳と葬常に若い職場で

伸び伸びとやらせていただいています。

　十a町や柏瞬などの近郊の方を中心に、

遠くは新潟、長岡、三条などの各地域か

ら多数のお客様にご利屠いただいていま

す。普から湯治の場として栄えてきた松

之山温果の薬効の良さを痛感しています。

　今後も安らぎの場として大勢のお客様

に満足していただけるように努めていき

たいと思います。今後とも、よろしくお

顎いします。
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わ
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う
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遊
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楽
し
い
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休
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嚢鞍
夏
休
み
の
楽
し
み

松之ω小5年

紹辺　愛さん

（松之慮・鰺中）

　
憂
休
み
で
楽
し
み
な
予
定
は
、
輪

鶴
へ
行
っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
う

こ
と
で
す
。

　
峯
、
し
て
、
海
に
行
つ
て
砂
の
お
し

ろ
と
か
を
作
っ
て
遊
び
た
い
で
す
。

帰
り
に
は
ど
ん
な
お
み
や
げ
を
翻
、
お

う
か
楽
し
み
で
す
印

　
で
も
、
夏
休
み
で
｝
番
い
や
な
こ

と
は
宿
題
で
す
。
憂
休
み
は
冬
休
み

と
旗
が
っ
て
自
磁
醗
究
が
あ
り
、
宿

題
が
多
い
の
で
す
．
だ
か
・
僻
く
終

キ
ャ
ン
プ
に
行
き
た
い

松里小5無
佐藤祐太くん

（天水麗・せぎ）

　
ぽ
く
は
、
夏
休
み
に
な
っ
た
ら
、

や
り
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。　

一
つ
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
こ
と
で
す
。

去
隼
も
行
っ
た
け
ど
、
と
っ
て
も
楽

し
か
っ
た
か
ら
、
今
隼
も
行
き
た
い

で
す
。も

う
｝
つ
は
、
海
で
す
、
海
は
、

い
っ
ば
い
泳
げ
る
か
勢
大
好
き
で
す
。

そ
し
て
、
プ
ー
ル
に
も
で
き
る
だ
け

行
き
た
い
で
す
。
去
隼
は
あ
ま
り
行

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
い
っ
ば

い
プ
ー
ル
に
行
っ
て
、
も
っ
と
も
っ

と
速
く
泳
げ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

璽
休
み
に
し
た
い
こ
と

　菓’鰻小5：鋒三

小野塚香奈さん

　（藤窟・大門）

　
肉
分
に
あ
っ
た
本
を
い
っ
ぱ
い
読

み
た
い
。
私
は
、
本
を
読
む
の
が
好

き
で
す
．
そ
れ
で
、
休
み
時
間
に
読

霧
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す

き
な
本
が
い
っ
ぱ
い
で
き
ま
し
た
。

掌
校
の
図
書
室
に
は
、
お
も
し
ろ

い
本
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
今
年
も
新
し
く
お
も
し
ろ
い
本

が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
今
隼

で
私
の
学
校
の
図
書
室
は
、
な
く
な

り
ま
す
。
そ
れ
で
、
こ
の
夏
休
み
紀

麟
書
室
の
本
を
で
き
る
だ
け
、
い
っ

ぱ
い
読
み
た
い
で
す
。
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み
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は
、
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で
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こ
と
は
、
学
校
で
す
る
キ
ャ
ン
プ
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す
。
そ
の
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は
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幽
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五
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生
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で
き
る
し
、
ぽ
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た
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ず
っ
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ロ
　
　
　
　
　
る
　
　
ヨ

璽
，
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て
き
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さ
わ
ら
蒙
．
醐
の
野
莱

を
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調
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る
か
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す
。
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．
お
ひ
た
し
や
、
野
菜
い
た
め

な
ど
を
し
ザ
＼
食
べ
た
い
で
す
．
飽
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も
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何
キ
欝
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ル
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て
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1隻繍警藻濃き⑳／

嶺郷無綜から名づ／

楽
し
み
な
翼
休
み
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小野塚和惚くん

　（湯山・せぎラ

　
今
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の
憂
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行
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か
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い
る
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闇
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飛

ば
せ
た
り
、
ぷ
ま
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し
て
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ぶ
の
が
楽
し
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。
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で
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行
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ゲ
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。
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終
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早
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来
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来
い
、
夏
休
み
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ま
な
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た
し
は
夏
休
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に
な
っ
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ら
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プ
ー
ル
を
休
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
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た
い
で
す
。

　
夏
休
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自
磁
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は
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今
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で

に
や
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た
こ
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と
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よ
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。
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、
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と
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き
た
い
で

す
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て
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。
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。
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。
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。
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　　　　　　　〈黒禽・車屋敷〉
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はんをいっぱい食べて早く大きくなりた
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した。一生懸命に定ってがんばったよ。

とっても、楽しかったです。

1お母さんからの一醤1元気で明るい子

に育ってほしいと思います、
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で
車
両

受
渡
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と
入
線
式

　
7
月
圭
縫
、
　
北
越
叢
燕
耐
線
の
ふ
ハ
縫
購

庫
爾
基
地
で
H
K
㈱
型
壌
爾
の
受
け

渡
し
式
と
入
線
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
』

こ
の
欝
は
、
紙
型
普
通
箪
爾
9
爾
を

製
造
し
た
新
潟
鉄
工
所
か
ら
北
越
急

行
へ
受
け
渡
さ
れ
ま
し
た
．

　
式
に
は
北
越
急
行
や
沿
線
帯
購
村

濁
係
薯
な
ど
が
串
潔
、
テ
！
プ
カ
ッ

ト
の
あ
と
融
を
基
調
と
し
て
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
翼
縣
し
い
車
爾
が
礁
籍
養

の
拍
手
の
中
、
検
修
庫
に
ゅ
っ
く
り

と
搬
入
し
ま
し
た
。
ほ
く
ぼ
く
綜
は

9
月
下
旬
か
ら
試
験
定
行
に
入
り
、
　
・

來
年
春
に
は
闘
業
予
定
で
す
．
頸
城
・

魚
沼
闘
に
電
車
が
逢
る
の
も
、
あ
と

㈱
繊
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　季　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
発晃！不思議なキュウリ　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
本格的な夏が近づき、各家庭の燃でもいろいろな野菜i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きが果実をつけています。松之山の米沢屋さんの蝦で、不i

思議なキュウリが見っか管ました。2本のキュウリの問i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きから、小さなキュウ…擦艶い花を瓠すているという墾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モのです。何とも不思議なキュウリでした．　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　、．．

〉～

　蓼
　竃
　噸ヤ．、

蒙
覇．

　　　　　　ヨ．藩嚢　　1
　　　隔　　　　　　i
　　　翫・，欝）　iド

ア 　ゆドヤず　　　　　　ヨ

　　　　　　ヨ
、』ゼi

　、　　　　臨．　1
　鍵瞬搬　　蝋　i
．難　　　　撫　　　　　i

　　　　驚、　　i
　　　．’．ず讐　　1

麟，畿霧劇

　　　　　翔i
、1薦簿劃

　　　　　　…

みごとに淡紅色の花開＜

組織バイオで温室育ちのササユリ

　飾葎、十臼跡実業高校（環在、十段跡総合高校〉から

当購にササユリの球根250本が贈られ、役場裏の燈に櫨

え替えられていました、この球根は大厳寺高原から3株

を採取、高校の温室で緻織バイオによって増やされたも

のですゆそのササユリが7月3讐の朝、はじめて闘花し

ました。花は淡紅色のとても美しい莞です。これから当

分の間、ササユリの美しい花が楽しめそうです。

1．灘灘慧，ざ波鷹撫灘

饗
嚢鰯麟

グランドに大きな声援と歓声が饗＜

町内の各地区で大運動会が開催

　6月は、購内の各小学校区で大運動会が行われました。

運動会は子どもたちが楽しみにしている行事の一つで、お

父さんやお母さん、地域の皆さんと～緒に初夏の日差しの

中、元気よくグランドを駆けめぐっていました倉王6臼は上

布塀地区と浦懸地区・松墨地竃の3か所で実施され、幼晃

からお年寄Pまで大勢の地区蔑が趣陶をこらした競技紅楽

しく元気に参撫していました．この環一藏、小学校のグラ

ンドでは大きな声援と歓声がこだ濠していました捻

　難…懸難黛騰．麟

　　　　　　萎

難
、
磁

μ

第
2
0
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン

　
「
楽
し
く
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

家
し
ょ
う
」
を
禽
書
葉
紅
第
20
強
健

康
マ
ラ
ソ
ン
が
、
6
月
2
2
総
ほ
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
3
歳
の
幼
見

か
ら
π
歳
の
高
齢
鞍
ま
で
約
獅
入
が

参
撫
、
沿
遵
か
ら
の
声
援
を
曼
け
な

が
ら
冗
餓
に
完
走
し
家
し
た
。

蜀
鞭
．
、
鐵
翻

皆さんからの謡題、椿報お待ちしています。

　総務課行政係　費6－3捻i内線23

樹齢200G年の長い歴史に幕を閉じる

麟指定天然記念物の湯山大ケヤキを伐採

　湯由の松苧神社境内紅そぴえていた樹齢2000年の歴史を

もっ、圏指定茨然記念物の湯山大ケヤキが6薄欝浸・算顕

の2藏問かけて伐採されました．大ケヤキはここ数年、大

雪や強風盗よる被害を受けそのつど枝を切るなどの捲置を

とり保護に努めてきました。6月護日、根元が腐陰大きく

傾き杉の木に寄りかかつてしまいました。大ケヤキを管理

していた町教育委翼会では、今後の嬉策をi果と圏に協議し

ていました。しかし、所有餐の湯由集落では倒木の危険が

あるとして伐採の許可が患る饒紅売輝、票外の業者によつ

て伐採されました。いままで町の観光の目玉として大きな

役害彗を果たし、また松之出の歴史を晃続けてきた湯寅の大

ケヤキは、樹齢2000年という長い歴史の幕を閉じました。 根幹の一部が鷺り、大きく傾いた湯蜘大ケヤキ＜6月5段撮影〉

灘高原は草もうまいし涼しいぞ

　　大厳寺牧場で開牧式　隼嗣頭が入牧

　　6月7臼、牧草地1こまだ雪が残る大厳寺牧場で開牧式

・が行われました。携年より約1週間の遅れとなったこの

1縢難薄繋輩罐難蓬辮議
　検奮などの健康チェッタが行われた後、青々と生い茂る

　広1い草原に放されました。牛たちは草原を元気に駆け抜

　けたり、高原の心地よい風に吹かれながらのんびりと牧

、i草を食べていました。隼たちは憩月下旬まで、ここ大厳

　寺牧場で過ごすことになります。

’0

1
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ケヤキは、樹齢2000年という長い歴史の幕を閉じました。 根幹の一部が鷺り、大きく傾いた湯蜘大ケヤキ＜6月5段撮影〉

灘高原は草もうまいし涼しいぞ

　　大厳寺牧場で開牧式　隼嗣頭が入牧

　　6月7臼、牧草地1こまだ雪が残る大厳寺牧場で開牧式

・が行われました。携年より約1週間の遅れとなったこの

1縢難薄繋輩罐難蓬辮議
　検奮などの健康チェッタが行われた後、青々と生い茂る

　広1い草原に放されました。牛たちは草原を元気に駆け抜

　けたり、高原の心地よい風に吹かれながらのんびりと牧

、i草を食べていました。隼たちは憩月下旬まで、ここ大厳

　寺牧場で過ごすことになります。
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高
齢
者
ス
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ー
ッ
大
会

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
霧
澄
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
す
．

各
種
鎧
の
優
勝
チ
ー
ム
は
8
月
の
郡

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

▼
期
臼

▼
時
聞

▼
会
場

▼
種
目

7
月
9
臼
㈹

年
萬
8
時
3
0
分
～

購
罠
体
膏
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

運
動
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ぺ
タ
ン
ク

松之山町生涯学習だより

　
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
み
ん
な
で

ジ
ャ
ン
プ
！
蔓
な
わ
と
び
に
挑
戦
し

て
み
ま
ザ
ん
か
。

▼
期
段
　
7
月
鷲
田
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▼
蒔
聞
　
午
後
7
縛
～
9
蒔
3
0
分

▼
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場
　
溝
民
体
育
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㍉い　彰卜

鷹
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鷹
騰
腰
」

・
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輌一

　
蒙
庭
で
で
き
る
科
学
実
験
や
理
科

研
究
の
方
法
に
つ
い
て
掌
び
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
夏
休
み
の
自
由
珊
究
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
い
か
が
で
す
か
。

▼
獺
撫
　
7
月
鎗
臼
謝

▼
時
聞
　
年
後
7
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
舗
　
宇
佐
見
宏
保
さ
ん

　
　
　
（
棄
頸
理
科
セ
ン
タ
婁
専
任
勝
員
）

蕎
奨
学

一

　
7
月
の
二
澱
二
灘
教
室
は
、

楽
し
い
水
遊
び

▼
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鷺
　
7
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鎗
臼
㈱

▼
時
間
釜
削
9
時
～
難
時

▼
場
所
　
町
罠
体
欝
館

　
観
賞
駕
菊
の
栽
培
、
陶
警
を
学
び

ま
す
。

〔
菊
作
ε

J
A
し
ぶ
み
ゲ
ー
ト
求
ー
ル
大
会

　
技
と
チ
…
ム
ワ
ー
ク
で
プ
レ
…
ポ

ー
ル
！

▼
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7
月
2
2
鷺
㈲
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時
間
　
午
麟
8
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3
0
分
～

▼
嘉
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場
　
　
桜
公
園
ゲ
ー
ト
ポ
ー
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（
湯
山
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観
賞
用
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の
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⇔
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ー

▼
講
舗
　
鈴
木
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さ
ん
（
松
代
町
）

　
女
性
累
ッ
野
ワ
ー
ク
研
修
会

　
ゆ
か
た
の
上
手
な
着
方
を
学
ぴ
ま

す
。▼

期
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7
月
駁
欝
㈱

▼
時
間
　
年
後
7
時
3
0
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～
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臼
然
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セ
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▼
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繭
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野
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之
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潔
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と
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2
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ゆとりくん

べ

　
み
な
さ
ん
で
東
頸
の
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く
り

に
つ
い
て
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て
み
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せ
ん
か
。
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午
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蒔
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と
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会
「
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」
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）
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演
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流
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円

　
初
夏
の
夕
べ
に
親
子
そ
ろ
っ
て
映

醐
を
楽
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ん
で
み
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せ
ん
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。

▼
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品
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劇

一

　
8
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
蜜
は
、

ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
で
楽
し
く
水
遊
び

▼
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熱
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▼
場
所
　
購
幾
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葎
館
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罷
膣
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夏
の
出
野
草
を
涼
し
く
生
妙
ま
し

ょ
う
o

▼
朔
欝
8
月
6
溝
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▼
時
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夢
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8
購
～

▼
場
斯
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然
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養
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小
・
中
掌
生
の
み
な
さ
ん
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大
厳

寺
蕎
漂
の
す
ば
ら
し
い
大
趨
然
の
中

で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
内
容
　
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
、
野
外

　
　
　
　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
讐
ン
、
野

　
　
　
外
料
“
理
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

　
　
　
イ
ヤ
…
、
テ
ン
ト
泊
、
霞

　
　
　
然
観
察
な
ど

▼
娚
鑓

▼
場
漸

▼
庸
込

8
月
3
臼
匂
ゆ
・
4
欝
㈱

大
厳
寺
高
猿
キ
ャ
ン
プ
場

後
欝
駅
嶺
の
案
内
チ
ラ
シ

で

Φ　⇔

喉　新潟県で平成8年4月からスタートした

コンピュータによる「生1涯i学警構報提僕シ

ステム」の愛称です。生涯掌警（Li∫eloηg

Lεa撒蛾g〉の頭文字をとってつけられました必

新潟察内の勲の講甑繍物を即輿こ見つけ雌、関連施

設の地躍傭報が入手できるということが、跡公戻館で実現しま

す。そのほか、次のような情報も手軽に知ることができます。

匿遜蟄璽魑ランティア騰．グ、レヴ

編さと講道睡蓼翻趨］罐團

　松之鋤町公罠館でもこの6月にヂラ・ラ・ネット」に繍入し

ました。

稠してみたい方は、いつで醐公戻鰹でおいでください．

また・ヂラ・ラ・ネットバまパソコン騰もサポートしれ、

豪すので、家灘からこれらの情報にアクセスすることもできま

転詳しくは公戻館までお問い合わせください。

　
希
望
館
は
頸
城
村
の
鋳
報

発
儲
基
地
で
す
。
公
罠
館
と

し
て
使
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、

学
習
・
麟
造
・
保
健
・
禰
祉

と
い
っ
た
面
の
設
備
も
整
っ

て
お
り
、
頸
城
村
の
文
化
陶

上
の
た
め
の
重
要
な
役
劃
を

担
っ
て
い
窟
す
。

釜
な
施
設
〕

。
ト
レ
ー
菰
ン
グ
ル
ー
ム

・
稲
室

・
傍
報
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー

．
文
化
遺
産
常
設
農
示
蜜

・
親
子
図
欝
∬
ー
ナ
ー

。
男
子
・
女
子
浴
室

。
機
能
圏
復
・
調
練
室

・
美
徳
工
婆
・
楽
焼
室

．
多
目
的
ホ
ー
ル
（
鵬
人
収
容
）

・
轡
楽
塞

・
生
活
羨
摺

・
会
議
室
（
視
聴
覚
室
〉

・
疑
修
室

霧
荏
地
〕

中
頸
城
郡
頸
城
村
蟹
間
時
新
顯
郷

〔
連
絡
〕

0
2
5
5
垂
3
0
芸
2
3
6
0

をご存じかな？

崖
　
購

榊
襲
糊

麗管
繋

S　L　Y　　　　　　　　　　　吉本ばなな

母　　　　　　　　　　　三浦綾子

凍える芽　　　　　　　　　　　　乃南アサ

ホワイト・ジャズ　ジェイムス・エルロイ

脳を究める　　　　　　　　　　立花隆

ヂ愛する心」が脳でわかる　　　大木幸介

訊く　　　　　　　　　　中轟らも

ゲノムの見る夢　　　　　　　中縛挫子

ベルナのしっぽ　　　　　　　都湧ななえ

スニーカーズ　　　　　　　　落合恵子

真紅のレクイエム　デイヴィット，マレル

森の舞　　　マイケル．ドリス

読むクスリ　　　　揃淳榔
農騰からの手紙　　　　　　　　　玉村豊男

ほんとうらしくうそらしく　ささめやゆき

嫁ぐ猫　　　　　　　　　　畢坂曉

タカハシさんの隻活と意見　高橋源一郎

13
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ア
ニ
メ

　
　
　
　
「
ド
ン
松
五
郎
の
生
活
」

▼
期
醸
　
7
月
2
0
沼
㈹

▼
時
間
　
隼
後
7
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
欝
然
休
養
村
セ
ン
タ
｝

▼
朗
欝

▼
時
問

▼
会
場

▼
講
舗

〔
爾
芸
〕

▼
期
臼

▼
時
聞

▼
会
場

▼
講
締

7
月
扮
臼
働

午
前
憩
時
3
0
分
～
雑
後
1
瞬
3
0
分

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

鈴
木
重
広
さ
ん
（
松
代
町
）

8
月
7
鷺
㈱

肇
箭
m
時
3
0
分
～
午
後
三
蒔
3
0
分

松
璽
小
掌
校

蕩
野
溝
…
郎
さ
ん
（
松
墨
小
）

プ

ル仲
！聞
　　と

　力
　　を

　合
　わ
　せ
　て
　レ
　デ
　イ
　　｝

▼
鯛
繊

▽
聴
間

▼
会
場

7
月
綿
臼
㈱

受
け
付
け
　
午
後
5
時
3
0
分
～

競
技
騎
始
卑
後
7
時
～

瞭
跳
体
薄
館

松
之
出
町
の
櫨
物
を
観
察
し
ま
す
。

▼
期
醸

▼
蒔
間

▼
場
所

▼
講
締

7
月
雛
臼
㈱

串
蔚
9
時
～
1
2
時

大
松
出
方
面

松
之
撫
町
憩
然
友
の
会

襯
　
公
跳
館
の
教
室
・
講
座
は
、
繍

饗
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
参
蕊

騰
で
き
ま
す
。
お
餓
軽
に
ど
う
そ
、
舗

妻
薯
嘉
妻
華
鑑

ゆ
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き

樽聯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
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脚徽榊織織脚糊徽聯燃燃馴職》儲購蜘織鋤職嚇脚鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

章
妻
毒
萎
萎
藝
垂
毒
轟
登
藝
垂
垂
臥

胃
臼
陶
劇

一

　
8
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
蜜
は
、

ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
で
楽
し
く
水
遊
び

▼
期
鷺
8
月
2
黛
働

▼
蒔
問
午
蔚
9
鋳
～
熱
縛

▼
場
所
　
購
幾
体
葎
館

馬
罷
膣
］

　
夏
の
出
野
草
を
涼
し
く
生
妙
ま
し

ょ
う
o

▼
朔
欝
8
月
6
溝
㈹

▼
時
間
　
夢
後
8
購
～

▼
場
斯
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
小
・
中
掌
生
の
み
な
さ
ん
、
大
厳

寺
蕎
漂
の
す
ば
ら
し
い
大
趨
然
の
中

で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
内
容
　
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
、
野
外

　
　
　
　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
讐
ン
、
野

　
　
　
外
料
“
理
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

　
　
　
イ
ヤ
…
、
テ
ン
ト
泊
、
霞

　
　
　
然
観
察
な
ど

▼
娚
鑓

▼
場
漸

▼
庸
込

8
月
3
臼
匂
ゆ
・
4
欝
㈱

大
厳
寺
高
猿
キ
ャ
ン
プ
場

後
欝
駅
嶺
の
案
内
チ
ラ
シ

で

Φ　⇔

喉　新潟県で平成8年4月からスタートした

コンピュータによる「生1涯i学警構報提僕シ

ステム」の愛称です。生涯掌警（Li∫eloηg

Lεa撒蛾g〉の頭文字をとってつけられました必

新潟察内の勲の講甑繍物を即輿こ見つけ雌、関連施

設の地躍傭報が入手できるということが、跡公戻館で実現しま

す。そのほか、次のような情報も手軽に知ることができます。

匿遜蟄璽魑ランティア騰．グ、レヴ

編さと講道睡蓼翻趨］罐團

　松之鋤町公罠館でもこの6月にヂラ・ラ・ネット」に繍入し

ました。

稠してみたい方は、いつで醐公戻鰹でおいでください．

また・ヂラ・ラ・ネットバまパソコン騰もサポートしれ、

豪すので、家灘からこれらの情報にアクセスすることもできま

転詳しくは公戻館までお問い合わせください。

　
希
望
館
は
頸
城
村
の
鋳
報

発
儲
基
地
で
す
。
公
罠
館
と

し
て
使
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、

学
習
・
麟
造
・
保
健
・
禰
祉

と
い
っ
た
面
の
設
備
も
整
っ

て
お
り
、
頸
城
村
の
文
化
陶

上
の
た
め
の
重
要
な
役
劃
を

担
っ
て
い
窟
す
。

釜
な
施
設
〕

。
ト
レ
ー
菰
ン
グ
ル
ー
ム

・
稲
室

・
傍
報
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー

．
文
化
遺
産
常
設
農
示
蜜

・
親
子
図
欝
∬
ー
ナ
ー

。
男
子
・
女
子
浴
室

。
機
能
圏
復
・
調
練
室

・
美
徳
工
婆
・
楽
焼
室

．
多
目
的
ホ
ー
ル
（
鵬
人
収
容
）

・
轡
楽
塞

・
生
活
羨
摺

・
会
議
室
（
視
聴
覚
室
〉

・
疑
修
室

霧
荏
地
〕

中
頸
城
郡
頸
城
村
蟹
間
時
新
顯
郷

〔
連
絡
〕

0
2
5
5
垂
3
0
芸
2
3
6
0

をご存じかな？

崖
　
購

榊
襲
糊

麗管
繋

S　L　Y　　　　　　　　　　　吉本ばなな

母　　　　　　　　　　　三浦綾子

凍える芽　　　　　　　　　　　　乃南アサ

ホワイト・ジャズ　ジェイムス・エルロイ

脳を究める　　　　　　　　　　立花隆

ヂ愛する心」が脳でわかる　　　大木幸介

訊く　　　　　　　　　　中轟らも

ゲノムの見る夢　　　　　　　中縛挫子

ベルナのしっぽ　　　　　　　都湧ななえ

スニーカーズ　　　　　　　　落合恵子

真紅のレクイエム　デイヴィット，マレル

森の舞　　　マイケル．ドリス

読むクスリ　　　　揃淳榔
農騰からの手紙　　　　　　　　　玉村豊男

ほんとうらしくうそらしく　ささめやゆき

嫁ぐ猫　　　　　　　　　　畢坂曉

タカハシさんの隻活と意見　高橋源一郎
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F
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o
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お知らぜ

松之山町役場

費6－313ま

！
．
0

町
役
場
か
ら

教
育
相
談
員
を
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

設
置
し
ま
し
た
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
松
之
出
町
教
青
婁
員
会
　
費

　
全
國
的
に
「
い
じ
め
・
不
登
校
」

等
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
で
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

新
潟
県
で
も
昨
隼
、
上
越
市
で
中
掌

鑑
が
自
殺
す
る
事
件
が
お
き
ま
し
た
。

　
新
潟
県
は
、
　
。
い
じ
め
の
撲
滅
4

を
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
電
誕

相
談
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
設
置
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
筏
、
松
之
山
購
で
は
大
き
な
問

題
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
相
談

窓
鶯
の
拡
大
を
図
る
た
め
「
教
脊
癩

談
員
」
を
設
溝
し
ま
し
た
。

　
相
談
轟
に
橋
詰
の
村
山
尚
子
さ
ん

を
委
嘱
し
ま
し
た
。
電
話
に
よ
る
相

談
も
受
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
豪
す
の
で
、
い
じ
め
な
ど
で

お
悩
み
の
方
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

耕出講茅さん

《
教
脊
相
談
員
》

　
村
山
尚
子
さ
ん

《
住
所
》

　
松
之
山
町
大
掌
橋
詰
王
G
5
ー
ま

　
麗
弩
　
お
も
や

　
燈
6
－
2
6
2
6

☆
な
お
、
村
山
尚
子
さ
ん
は
松
之
山

　
町
主
任
兇
童
婁
員
で
す
。

謡
雛
き
酬

　
　
　
　
振
興
諜
商
工
観
光
係

　
柴
英
雄
さ
ん
は
現
在
、
埼
玉
漿
桶

想
布
に
お
住
ま
い
で
松
之
山
麟
の

、
ふ
る
さ
と
会
員
し
と
「
グ
リ
茎
ン
リ

ー
ス
会
員
し
で
も
あ
り
ま
す
。

　
松
之
山
町
に
通
い
続
け
て
6
年
。

こ
の
た
び
、
「
松
之
山
の
風
暴
・
人
し

の
写
真
集
を
発
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
の
3
月
に
新
宿
三
井
ビ
ル
で
も
・

写
真
展
を
闘
催
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
当
町
で
も
8
月
簸
田
か

ら
「
柴
英
雄
写
真
展
嬬
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多
数
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
朗
臼
・
8
月
U
環
（
臼
）
か
ら
8
月

22

臼
（
木
〉
ま
で
の
鶏
臼
間
◆
聴
間
・

隼
繭
9
時
～
午
後
5
蒔
ま
で
◆
会
場
・

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…
◆
入
場
は
無

料
で
す
。

そ
の
他
か
ら

ご
参
加
く
だ
さ
い
　
　
　
”

リ
ゾ
ー
ト
縦
断
ゲ
ー
ム
か
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
さ

　
　
　
　
》
ゾ
ー
ト
推
進
室
　
倣
鎚

　
今
葎
も
次
の
臼
程
で
、
　
「
リ
ゾ
ー

ト
縦
噺
ゲ
ー
ム
大
会
」
が
鯛
催
さ
れ

ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
期
旧
・
8
月
％
臼
（
金
）
か
ら
2
4
臼

（
土
）
の
1
泊
2
臼
◆
場
所
・
津
南
町

～
安
塚
町
（
泊
）
◆
内
容
・
雪
と
緑
の

ふ
る
さ
と
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ

ー
ト
新
潟
偏
地
域
を
縦
断
し
な
が
ら
、

ゲ
…
ム
、
ク
イ
ズ
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
◆
募
集
餐
・
鵬
ペ
ア

謝
名
（
小
学
生
以
上
と
し
、
小
学
盆

は
保
護
者
岡
伴
）
◆
三
ペ
ア
ー
5
、

0
0
0
円
（
繍
泊
費
含
む
）
◆
募
集

期
間
・
7
月
1
臼
（
月
）
か
ら
欝
臼
（
月
）

必
着
◆
応
募
方
法
・
宮
製
ハ
ガ
キ
に

ペ
ア
（
2
名
の
住
漸
、
氏
名
、
年
齢
、

牲
甥
、
電
語
番
弩
を
記
載
し
て
頃
し

込
み
く
だ
さ
い
）
◆
問
い
合
わ
せ
∴
↑

9
5
0
…
7
0
（
県
庁
専
矯
郵
便
番

畢
〉
新
潟
票
庁
リ
ゾ
事
ト
推
進
室
ま

で
。

警
察
官
B
（
高
校
卒
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

を
募
集
し
ま
す
　
　
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
安
塚
警
察
署
　
溶

　
新
潟
累
警
で
は
、
讐
察
官
A
（
大

学
卒
）
に
引
き
続
き
警
察
嘗
B
（
蕩

校
卒
樂
程
度
）
の
纂
集
を
行
っ
て
い

ま
す
、
票
戻
の
生
濤
を
守
る
、
正
義

感
あ
ふ
れ
る
蒋
餐
を
募
集
し
濠
す
．

◆
採
溺
予
定
人
員
　
男
子
警
察
官
B

・
3
0
人
程
度
、
婦
人
讐
察
官
B
・
5

人
程
度
◆
受
験
資
格
　
昭
和
4
4
年
4

月
2
β
か
ら
昭
稲
5
4
年
4
月
1
襲
ま

で
に
生
求
れ
た
人
（
大
学
を
卒
業
、

ま
た
は
平
成
9
年
3
月
雛
露
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人
を
除
く
〉
◆
採
駕

試
験
受
付
期
間
　
7
月
8
臼
（
月
）
か

ら
8
月
驚
段
（
金
）
ま
で
の
聞
◆
第
一

次
試
験
　
9
月
蔦
鷺
（
月
）
新
潟
市
．

長
岡
帯
・
上
越
市
の
各
会
場
◆
願
書
、

問
い
合
わ
せ
　
安
塚
警
察
薯
ま
た
は

購
内
駐
在
湧
へ

第
哺
回
社
会
を
　
　
馴

明
る
く
す
る
運
動
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
え

　
　
　
新
潟
県
喫
施
委
襲
会
　
費
2
2

　
鯨
奪
7
月
は
、
　
“
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
”
の
強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
園
罠
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
禽

わ
せ
て
、
犯
罪
や
雰
行
の
防
丘
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
に
暖

か
い
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
、
犯
罪
や

罪
行
の
な
い
明
る
い
祇
会
を
築
こ
う

と
す
る
運
動
で
す
。

　
本
年
度
の
重
点
目
標
は
、

∫4・

云

ひ
＼
、

門
少
隼
の
葬
行
防
止
と
更
鑑
の
た
め
、

地
域
住
民
の
理
解
と
参
煎
を
求
め
る
」

で
す
．

　
私
た
ち
の
地
域
か
ら
雰
行
に
瀧
る

少
年
を
出
さ
な
い
よ
う
一
人
一
人
が

力
を
禽
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
不

薬
に
し
て
罪
行
範
臨
っ
た
少
鰯
の
更

焦
を
援
助
し
ま
し
ょ
う
。

◆
照
会
・
連
絶
先
　
新
潟
地
方
法
務

総
禽
庁
禽
新
潟
保
護
観
察
所
内

斎
創
馴

　
　
　
南
越
後
輿
行
婁
黄
会
　
費
鍵

　
単
な
る
満
報
伝
達
だ
け
で
な
く
、

多
種
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
…
シ
3
ン

を
実
環
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
盤
罪

的
に
淫
目
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
．
　
「
に
い
が
た
イ

ン
タ
蓼
ネ
ツ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
沁

爾
越
後
地
域
し
を
闘
催
し
豪
す
．
ご

ん
融

嚇
燐箏

・

⑳嚢
　
　
　
σ

　
　
（

　
　
　
｝

　
O

拗

簿

o

罎

　
　
∂

胸
勘

　’臓
囎職冴

参
糠
く
だ
さ
い
．

＠
牽
β
町
地
域
会
場
イ
ベ
ン
ト

◆
麟
時
　
8
月
3
総
（
土
〉
年
後
董
聴

～
午
後
9
縛
・
4
顕
（
臼
）
午
莇
憩
聴

～
ギ
後
5
時
ま
で
◆
会
場
　
牽
段
購

ク
窃
ス
獅
◆
内
餐
①
イ
ン
タ
…
ネ
ッ

ト
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
滋
ン
②
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
③
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
講
座
（
4
鐵
闘
催
）
◆
問

い
合
わ
せ
先
　
牽
臼
町
市
役
所
企
颪

人
事
謙
企
醐
室
内
の
に
い
が
た
イ
ン

タ
峯
ネ
ッ
ト
フ
講
ス
テ
ィ
バ
ル
沁
爾

越
後
地
域
爽
行
蚕
鰻
会
事
務
局

⑰
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
の
受
講

餐
を
暮
集
し
ま
す
、
詳
し
く
は
、
事

務
縄
家
で
お
闘
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
．

～
、
嚇

一
ノ
『

べ
慧
，

頓
・
、

瀕

羽
譲
黒

　
　
　
ノ
ロ
蓑
ワ
雍
ク
上
越
　
費
欝

　
ハ
環
肇
ワ
ー
ク
で
は
、
U
タ
ー
ン

就
職
希
望
の
方
、
地
元
で
求
職
中
の

方
な
ど
を
蝿
象
紀
「
U
タ
…
ン
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
し
を
羅
縫
し
ま
す
。

　
掌
生
・
社
会
入
の
方
を
閥
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
お
餓
軽
韓
お
霞
掛
け
く

だ
さ
い
。

◆
と
き
平
成
8
卑
8
月
M
縫
（
水
）

午
蔚
」0
時
～
午
後
4
聴
、
8
月
焉
目

（
木
）
年
蔚
⑳
時
～
午
後
3
時
◆
と
こ

ろ
　
上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
（
リ

ー
ジ
簑
ン
プ
ラ
ザ
隣
り
）
◆
催
し
物

　
企
業
懇
談
コ
ー
ナ
ー
（
約
5
0
社
参

触
予
定
）
・
企
業
憐
報
コ
ー
ナ
ー
な

ど
【
企
業
懇
談
は
婚
臼
の
み
、
年
前

憩
時
～
難
年
ま
で
】
◆
問
い
禽
わ
せ

　
　
ハ
ロ
…
ワ
ー
ク
上
越
費
0
2
5
5

…
2
3
き
6
蒙
2
1

o
一

◎
り

帰

翫’

競

¢璽閥
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　“G嚇

今
β
⑳
8
雄

、

海
南
8
角

祝
塁
－

、
丸
｝
弗

ボ
《
β

潔
ホ
葦

園
園
團
圏
圃

　
　
　
　
　
　
囲
函
回

　
簸
近
グ
リ
圭
ン
ツ
葦
リ
ズ
ム
に
関

す
る
晒
修
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
多

く
な
り
、
班
撹
紀
の
新
し
い
観
光
形

態
と
し
て
定
鞍
す
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。

　
旅
行
業
界
簸
大
手
の
9
本
交
通
公

社
臓
よ
る
と
、
麟
体
旅
行
や
観
光
地

周
遊
目
的
の
旅
は
減
少
し
て
お
り
、

フ
ア
ミ
リ
ー
や
小
グ
ル
ー
プ
で
一
か

所
に
滞
在
し
て
自
霞
な
縛
闘
を
適
す

旅
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

　
濠
た
、
蕎
名
な
温
裏
地
ほ
ど
観
光

客
離
れ
が
激
し
く
、
獺
泊
客
確
保
の

た
め
に
料
金
を
値
下
げ
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。

　
鷺
奉
で
は
バ
カ
ン
ス
と
い
・
り
欝
ハ
期

休
暇
が
な
く
、
長
く
て
も
二
泊
三
臼

ぐ
ら
い
が
標
準
と
な
つ
て
い
る
．

　
高
い
交
通
費
や
宿
泊
料
が
ネ
ッ
ク

に
な
つ
て
お
り
、
國
内
旅
行
よ
り
も

海
外
旅
行
の
方
が
安
い
と
い
う
逆
転

現
象
が
続
い
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
地

で
あ
る
罫
イ
ツ
で
は
農
家
罠
憲
が
定

麟
し
て
お
り
、
一
家
巌
平
均
十
麟
ぐ

ら
い
滞
在
す
る
と
い
う
。

　
休
暇
翻
度
の
違
い
、
政
府
助
成
の

錘o．27

荷
無
、
必
要
簸
少
限
の
サ
ー
ビ
ス
、

周
辺
環
境
の
整
備
、
ど
れ
を
取
っ
て

も
麟
本
が
劣
っ
て
い
る
、

特
に
お
仕
着
罎
と
も
感
じ
ら
れ
る

過
鶏
な
サ
ー
ビ
ス
、
露
然
形
態
を
無

筏
し
た
醐
発
行
為
や
保
全
事
業
の
圃

一
性
は
外
團
入
か
ら
見
る
と
蕎
異
紅

写
る
ら
し
い
。

　
松
之
霞
の
霞
然
と
美
し
い
蟹
観
は

後
撮
に
残
す
べ
き
選
産
で
あ
り
、
グ

リ
…
ン
ツ
｝
リ
ズ
ム
が
定
著
し
た
と

き
に
は
貴
重
な
財
産
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
（
写
真
は
三
月
に
醐
催
さ
れ
た
シ
ン

潔
ジ
ウ
ム
の
よ
う
す
）

　
　
　
　
　
　
策
束
事
務
所
　
佐
藤

詫
毒
　
　
蓋

登
繋
毒
潰
ッ
費
・
戴
謙
澱
無綴

‘5
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松之山町役場

費6－313ま

！
．
0

町
役
場
か
ら

教
育
相
談
員
を
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

設
置
し
ま
し
た
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
松
之
出
町
教
青
婁
員
会
　
費

　
全
國
的
に
「
い
じ
め
・
不
登
校
」

等
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
で
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

新
潟
県
で
も
昨
隼
、
上
越
市
で
中
掌

鑑
が
自
殺
す
る
事
件
が
お
き
ま
し
た
。

　
新
潟
県
は
、
　
。
い
じ
め
の
撲
滅
4

を
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
電
誕

相
談
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
設
置
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
筏
、
松
之
山
購
で
は
大
き
な
問

題
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
相
談

窓
鶯
の
拡
大
を
図
る
た
め
「
教
脊
癩

談
員
」
を
設
溝
し
ま
し
た
。

　
相
談
轟
に
橋
詰
の
村
山
尚
子
さ
ん

を
委
嘱
し
ま
し
た
。
電
話
に
よ
る
相

談
も
受
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
豪
す
の
で
、
い
じ
め
な
ど
で

お
悩
み
の
方
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

耕出講茅さん

《
教
脊
相
談
員
》

　
村
山
尚
子
さ
ん

《
住
所
》

　
松
之
山
町
大
掌
橋
詰
王
G
5
ー
ま

　
麗
弩
　
お
も
や

　
燈
6
－
2
6
2
6

☆
な
お
、
村
山
尚
子
さ
ん
は
松
之
山

　
町
主
任
兇
童
婁
員
で
す
。

謡
雛
き
酬

　
　
　
　
振
興
諜
商
工
観
光
係

　
柴
英
雄
さ
ん
は
現
在
、
埼
玉
漿
桶

想
布
に
お
住
ま
い
で
松
之
山
麟
の

、
ふ
る
さ
と
会
員
し
と
「
グ
リ
茎
ン
リ

ー
ス
会
員
し
で
も
あ
り
ま
す
。

　
松
之
山
町
に
通
い
続
け
て
6
年
。

こ
の
た
び
、
「
松
之
山
の
風
暴
・
人
し

の
写
真
集
を
発
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
の
3
月
に
新
宿
三
井
ビ
ル
で
も
・

写
真
展
を
闘
催
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
当
町
で
も
8
月
簸
田
か

ら
「
柴
英
雄
写
真
展
嬬
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多
数
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
朗
臼
・
8
月
U
環
（
臼
）
か
ら
8
月

22

臼
（
木
〉
ま
で
の
鶏
臼
間
◆
聴
間
・

隼
繭
9
時
～
午
後
5
蒔
ま
で
◆
会
場
・

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…
◆
入
場
は
無

料
で
す
。

そ
の
他
か
ら

ご
参
加
く
だ
さ
い
　
　
　
”

リ
ゾ
ー
ト
縦
断
ゲ
ー
ム
か
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
さ

　
　
　
　
》
ゾ
ー
ト
推
進
室
　
倣
鎚

　
今
葎
も
次
の
臼
程
で
、
　
「
リ
ゾ
ー

ト
縦
噺
ゲ
ー
ム
大
会
」
が
鯛
催
さ
れ

ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
期
旧
・
8
月
％
臼
（
金
）
か
ら
2
4
臼

（
土
）
の
1
泊
2
臼
◆
場
所
・
津
南
町

～
安
塚
町
（
泊
）
◆
内
容
・
雪
と
緑
の

ふ
る
さ
と
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ

ー
ト
新
潟
偏
地
域
を
縦
断
し
な
が
ら
、

ゲ
…
ム
、
ク
イ
ズ
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
◆
募
集
餐
・
鵬
ペ
ア

謝
名
（
小
学
生
以
上
と
し
、
小
学
盆

は
保
護
者
岡
伴
）
◆
三
ペ
ア
ー
5
、

0
0
0
円
（
繍
泊
費
含
む
）
◆
募
集

期
間
・
7
月
1
臼
（
月
）
か
ら
欝
臼
（
月
）

必
着
◆
応
募
方
法
・
宮
製
ハ
ガ
キ
に

ペ
ア
（
2
名
の
住
漸
、
氏
名
、
年
齢
、

牲
甥
、
電
語
番
弩
を
記
載
し
て
頃
し

込
み
く
だ
さ
い
）
◆
問
い
合
わ
せ
∴
↑

9
5
0
…
7
0
（
県
庁
専
矯
郵
便
番

畢
〉
新
潟
票
庁
リ
ゾ
事
ト
推
進
室
ま

で
。

警
察
官
B
（
高
校
卒
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

を
募
集
し
ま
す
　
　
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
安
塚
警
察
署
　
溶

　
新
潟
累
警
で
は
、
讐
察
官
A
（
大

学
卒
）
に
引
き
続
き
警
察
嘗
B
（
蕩

校
卒
樂
程
度
）
の
纂
集
を
行
っ
て
い

ま
す
、
票
戻
の
生
濤
を
守
る
、
正
義

感
あ
ふ
れ
る
蒋
餐
を
募
集
し
濠
す
．

◆
採
溺
予
定
人
員
　
男
子
警
察
官
B

・
3
0
人
程
度
、
婦
人
讐
察
官
B
・
5

人
程
度
◆
受
験
資
格
　
昭
和
4
4
年
4

月
2
β
か
ら
昭
稲
5
4
年
4
月
1
襲
ま

で
に
生
求
れ
た
人
（
大
学
を
卒
業
、

ま
た
は
平
成
9
年
3
月
雛
露
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人
を
除
く
〉
◆
採
駕

試
験
受
付
期
間
　
7
月
8
臼
（
月
）
か

ら
8
月
驚
段
（
金
）
ま
で
の
聞
◆
第
一

次
試
験
　
9
月
蔦
鷺
（
月
）
新
潟
市
．

長
岡
帯
・
上
越
市
の
各
会
場
◆
願
書
、

問
い
合
わ
せ
　
安
塚
警
察
薯
ま
た
は

購
内
駐
在
湧
へ

第
哺
回
社
会
を
　
　
馴

明
る
く
す
る
運
動
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
え

　
　
　
新
潟
県
喫
施
委
襲
会
　
費
2
2

　
鯨
奪
7
月
は
、
　
“
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
”
の
強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
園
罠
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
禽

わ
せ
て
、
犯
罪
や
雰
行
の
防
丘
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
に
暖

か
い
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
、
犯
罪
や

罪
行
の
な
い
明
る
い
祇
会
を
築
こ
う

と
す
る
運
動
で
す
。

　
本
年
度
の
重
点
目
標
は
、

∫4・

云

ひ
＼
、

門
少
隼
の
葬
行
防
止
と
更
鑑
の
た
め
、

地
域
住
民
の
理
解
と
参
煎
を
求
め
る
」

で
す
．

　
私
た
ち
の
地
域
か
ら
雰
行
に
瀧
る

少
年
を
出
さ
な
い
よ
う
一
人
一
人
が

力
を
禽
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
不

薬
に
し
て
罪
行
範
臨
っ
た
少
鰯
の
更

焦
を
援
助
し
ま
し
ょ
う
。

◆
照
会
・
連
絶
先
　
新
潟
地
方
法
務

総
禽
庁
禽
新
潟
保
護
観
察
所
内

斎
創
馴

　
　
　
南
越
後
輿
行
婁
黄
会
　
費
鍵

　
単
な
る
満
報
伝
達
だ
け
で
な
く
、

多
種
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
…
シ
3
ン

を
実
環
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
盤
罪

的
に
淫
目
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
．
　
「
に
い
が
た
イ

ン
タ
蓼
ネ
ツ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
沁

爾
越
後
地
域
し
を
闘
催
し
豪
す
．
ご

ん
融

嚇
燐箏

・

⑳嚢
　
　
　
σ

　
　
（

　
　
　
｝

　
O

拗

簿

o

罎

　
　
∂

胸
勘

　’臓
囎職冴

参
糠
く
だ
さ
い
．

＠
牽
β
町
地
域
会
場
イ
ベ
ン
ト

◆
麟
時
　
8
月
3
総
（
土
〉
年
後
董
聴

～
午
後
9
縛
・
4
顕
（
臼
）
午
莇
憩
聴

～
ギ
後
5
時
ま
で
◆
会
場
　
牽
段
購

ク
窃
ス
獅
◆
内
餐
①
イ
ン
タ
…
ネ
ッ

ト
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
滋
ン
②
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
③
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
講
座
（
4
鐵
闘
催
）
◆
問

い
合
わ
せ
先
　
牽
臼
町
市
役
所
企
颪

人
事
謙
企
醐
室
内
の
に
い
が
た
イ
ン

タ
峯
ネ
ッ
ト
フ
講
ス
テ
ィ
バ
ル
沁
爾

越
後
地
域
爽
行
蚕
鰻
会
事
務
局

⑰
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
の
受
講

餐
を
暮
集
し
ま
す
、
詳
し
く
は
、
事

務
縄
家
で
お
闘
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
．

～
、
嚇

一
ノ
『

べ
慧
，

頓
・
、

瀕

羽
譲
黒

　
　
　
ノ
ロ
蓑
ワ
雍
ク
上
越
　
費
欝

　
ハ
環
肇
ワ
ー
ク
で
は
、
U
タ
ー
ン

就
職
希
望
の
方
、
地
元
で
求
職
中
の

方
な
ど
を
蝿
象
紀
「
U
タ
…
ン
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
し
を
羅
縫
し
ま
す
。

　
掌
生
・
社
会
入
の
方
を
閥
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
お
餓
軽
韓
お
霞
掛
け
く

だ
さ
い
。

◆
と
き
平
成
8
卑
8
月
M
縫
（
水
）

午
蔚
」0
時
～
午
後
4
聴
、
8
月
焉
目

（
木
）
年
蔚
⑳
時
～
午
後
3
時
◆
と
こ

ろ
　
上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
（
リ

ー
ジ
簑
ン
プ
ラ
ザ
隣
り
）
◆
催
し
物

　
企
業
懇
談
コ
ー
ナ
ー
（
約
5
0
社
参

触
予
定
）
・
企
業
憐
報
コ
ー
ナ
ー
な

ど
【
企
業
懇
談
は
婚
臼
の
み
、
年
前

憩
時
～
難
年
ま
で
】
◆
問
い
禽
わ
せ

　
　
ハ
ロ
…
ワ
ー
ク
上
越
費
0
2
5
5

…
2
3
き
6
蒙
2
1

o
一

◎
り

帰

翫’

競

¢璽閥
F

　“G嚇

今
β
⑳
8
雄

、

海
南
8
角

祝
塁
－

、
丸
｝
弗

ボ
《
β

潔
ホ
葦

園
園
團
圏
圃

　
　
　
　
　
　
囲
函
回

　
簸
近
グ
リ
圭
ン
ツ
葦
リ
ズ
ム
に
関

す
る
晒
修
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
多

く
な
り
、
班
撹
紀
の
新
し
い
観
光
形

態
と
し
て
定
鞍
す
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。

　
旅
行
業
界
簸
大
手
の
9
本
交
通
公

社
臓
よ
る
と
、
麟
体
旅
行
や
観
光
地

周
遊
目
的
の
旅
は
減
少
し
て
お
り
、

フ
ア
ミ
リ
ー
や
小
グ
ル
ー
プ
で
一
か

所
に
滞
在
し
て
自
霞
な
縛
闘
を
適
す

旅
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

　
濠
た
、
蕎
名
な
温
裏
地
ほ
ど
観
光

客
離
れ
が
激
し
く
、
獺
泊
客
確
保
の

た
め
に
料
金
を
値
下
げ
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。

　
鷺
奉
で
は
バ
カ
ン
ス
と
い
・
り
欝
ハ
期

休
暇
が
な
く
、
長
く
て
も
二
泊
三
臼

ぐ
ら
い
が
標
準
と
な
つ
て
い
る
．

　
高
い
交
通
費
や
宿
泊
料
が
ネ
ッ
ク

に
な
つ
て
お
り
、
國
内
旅
行
よ
り
も

海
外
旅
行
の
方
が
安
い
と
い
う
逆
転

現
象
が
続
い
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
地

で
あ
る
罫
イ
ツ
で
は
農
家
罠
憲
が
定

麟
し
て
お
り
、
一
家
巌
平
均
十
麟
ぐ

ら
い
滞
在
す
る
と
い
う
。

　
休
暇
翻
度
の
違
い
、
政
府
助
成
の

錘o．27

荷
無
、
必
要
簸
少
限
の
サ
ー
ビ
ス
、

周
辺
環
境
の
整
備
、
ど
れ
を
取
っ
て

も
麟
本
が
劣
っ
て
い
る
、

特
に
お
仕
着
罎
と
も
感
じ
ら
れ
る

過
鶏
な
サ
ー
ビ
ス
、
露
然
形
態
を
無

筏
し
た
醐
発
行
為
や
保
全
事
業
の
圃

一
性
は
外
團
入
か
ら
見
る
と
蕎
異
紅

写
る
ら
し
い
。

　
松
之
霞
の
霞
然
と
美
し
い
蟹
観
は

後
撮
に
残
す
べ
き
選
産
で
あ
り
、
グ

リ
…
ン
ツ
｝
リ
ズ
ム
が
定
著
し
た
と

き
に
は
貴
重
な
財
産
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
（
写
真
は
三
月
に
醐
催
さ
れ
た
シ
ン

潔
ジ
ウ
ム
の
よ
う
す
）

　
　
　
　
　
　
策
束
事
務
所
　
佐
藤

詫
毒
　
　
蓋

登
繋
毒
潰
ッ
費
・
戴
謙
澱
無綴

‘5
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　　　　　　　　　　　　　　　ま
高校生が農業視察でそば蒔きを体験

今月号の主な内容

8灘，、、

安全な水、それは水質検登から・…・…　　9・2

暑さに負けず！第雛園購戻体膏大会…　ひ確

嘗っていますか？指定袋とごみ分別一一・7

みんなの広場／松里小1年生が特養を慰問…8

勢叢欝萎弊講讐禦鑑1・

　7月25ヨ、地域の農業を歎ってもらお

うと安塚高校松之山分校の2・3年の男

子を対象に松代・松之山岡驚の農業視察

がでヲわれました。町内では森林総合のナ

メコ鑑産施設や大厳寺高原の農業担い手

公社のそば燗を規察、そば燈では栽培方

法などの説明を受けた後、実際にそば蒔

きやそば打ちを体験しました。

圃圏回團
お鋤罎薦《鰯鑛》
み　だ

牽歩ちゃん　小赫勝男・なつ子さん

　　　　　．上鰐池（与　八〉
しゆみ

駿ちゃん　　季言山一一潤・程｛鷺さん

　　　　　詫浦瞬（羽　場〉
くをみ

鵡桃ちゃん　高橋春雄・催千枝さん

　　　　　天水島（千倉！

お《糟融《鷺驚》

滝澤疋男さん　　63歳

　　　　　天承越（孫善〉

大野　文蜂さん　90歳

　　　　　観音寺（観音寺）

南雲盤市郎さん90歳

　　　　　藤之鋳（あきんど）

橿原　タマさん　m7歳

　　　　　天水越（隠鱈〉

小欝　良次さん　70歳

　　　　　松之山（中道／

※6月1饗から3β臼までの麗鵡分です。

※広報に載せてほしくない方は、溜出のとき

に窓資にお話ください、

町の動き
7月囎現往

総入欝3，貯7入（一8）

男三，685人（一5〉

女王，792人〈一3〉

澄帯数i，絡3戸（一王）

（〉内は藩月との比較

温泉定休8
臥 1温泉センター1翠の湯

1月1”251璽・雇5q

8月18 22撫休
駄

ゼ
蓬

ぽくの絵わたしの絵 松墨保鳶所

照

砂場でまさきくんと潤工事していると二ろ

まさきくんのかみの毛と燐が、ヒ手に書けました。

　〈うさぎ綴〉
　とうにちさひろ

佐藤牽裕くん

（天水越・下落合〉

〈うさぎ総〉

繭鵬〈ん
（茨水越・珊端〉

　　　　　　　　、菟張轟凝

1嚢欝威　　　　　　r

等繋瑚嚥

　おじいちゃんがユンボをつかってお仕

事しているところ

山にマムシがいたの、マムシがおこっている

ところとおじいちゃんとユンポが上手に轡けま
したσ

こよみ

6月のできごと

i線野鳥集禽
2藏　第40回時探鳥会

　　プナの森コンサート

憩9　欝総合検診〈14欝まで〉

20ε肇町賛バレーポール大会

22欝　健康マラソン

24溝　農業i委輿会総会

26εヨ　議会定例会（27沼まで〉

7月14臼からε月雄臼の・予定

ユ媚　町濾防大会

三8臼町蔑綱引き大会

28黛第2照町罠捧育大会
1鷺　夏の交通纂故防丘運動

　　（8／鎗豪で）
鎗籟　真夏の雪まつ絵

※町罠カレンダーの7月17購の

綱引き大会翻韻の誤ウです。

　
暑
い
暑
い
憂
が
や
っ
て
来
ま
し
た
、

暑
い
夏
は
海
が
よ
く
似
合
い
ま
す
。

今
隼
か
ら
七
月
二
十
研
が
「
海
の
臼
」

と
さ
れ
圏
罠
の
祝
縫
臓
な
り
ま
し
た
。

私
が
初
め
て
海
を
晃
た
の
は
、
確
か

小
掌
3
年
の
璽
で
し
た
。
掌
校
で
柏

綺
の
海
へ
海
水
浴
に
行
っ
た
時
で
す
。

印
象
は
大
き
く
て
広
い
と
い
う
よ
り
、

海
水
を
飲
ん
で
「
塩
っ
ぱ
い
し
と
い

う
方
が
強
か
っ
た
で
す
ね
。
い
ま
で

も
泳
ぎ
は
大
の
蕾
手
で
す
。
で
も
、

海
の
潮
嵐
に
あ
た
る
の
が
好
き
で
、

仕
事
の
帰
ウ
に
よ
く
海
に
寄
り
ま
す
。

今
奪
の
海
の
霞
は
、
久
し
ぶ
り
に
海

水
浴
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
か
。

編
集
室
か
ら
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